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2014 年

会が三重県

本会は午

～がんばら

まちをめざ

児童委員、

 

～今

 
 

 

＜司会＞ 

皆さんおは

本日は「第

域問題研究交

ざいます。 

今回は“声

て”というこ

を上げること

動を支える体

支え合うまち

き皆さんとも

それでは三

所所長の三重

をいただきま

 

 

＜長友＞ 

おはようご

きありがとう

初めてご参

らなと勝手な

ーというもの

の共催という

って恐縮です

学地域問題研究

第

10 月 4 日(

県福祉セミナ

午前の部とし

らないけどあ

ざして～」で

、生活困窮関

回の地研通信

はようございま

第11回三重県福

交流集会」にご

声なき声へのア

ことで、地域に

とができない方

体制作りについ

ちづくりに関わ

も交流させてい

三重県福祉セミ

重短期大学教授

ます。 

ございます。お

うございます。

参加の方には今

ながら思ってお

のと三重短期大

う形で開催いた

すがお付き合い

究所 通信 第

第 49 回地

土)の午前 1

ナーとの共催

して大津市社

あきらめない

で構成され、

関係者やその

信では午前の

ます。 

福祉セミナー」

ご参加いただき

アプローチ、支

に潜在している

方々へのアプロ

いて、午後のシ

わっておられる方

いただければと

ミナーの実行委員

授の長友薫輝先

お忙しいところ

 

今後とも是非お付

おります。今回

大学の研究所で

たします。午前

いいただければ

117･118合併号

地域問題

10 時から三重

催で開催され

社会福祉協議

い～」と午後

高齢・障害

の他関心のあ

の部の基調講

そして「第49

ましてありがと

え合うまちをめ

、何らかの理由

ーチをはじめ相

ンポジウムを含

方々に語ってい

思っております

員長で地域問題

生から開会のご

多くの方にご参

付き合いいただ

は三重県福祉セ

ある地域問題研

と午後の長時間

と思います。
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号     

題研究交

重短期大学

れました。

議会の山口浩

後の部のシン

・児童福祉関

ある方などが

講演と午後か

9回地

とうご

めざし

由で声

相談活

含めて

いただ

す。 

題研究

ご挨拶

参加頂

だけた

セミナ

研究所

間にな

そ

と思

基

き

課長

タ

後、

う

それ

 

 

＜山

皆

す。

あ

私

ま

ただ

か一

ので

で

き体

出で

体操

     

流集会報

41 番教室に

浩次さんによ

ポジウム「声

関係者、社会

が参加しまし

からのシンポ

それでは、午前

思います。 

基調講演の「相

らめない～」と

長の山口浩次さ

タイムテーブル

、皆さんからご

ことで交流を進

れでは山口さん

山口＞ 

皆さんおはよう

。ようこそ三重

りがとうござい

私は今回で3度

して、ご縁があ

だきました。今

一つでも皆さん

でよろしくお願

では、最初に座

体操と言いまし

ですので津市に

操グッと背筋を
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る基調講演

声なき声への

会福祉協議会

た。 

ポジウムの様

前の部というこ

相談からまちづ

とタイトルで大

さんからお話を

ルは、このあと1

ご感想を含めて

進めたいと思い

んよろしくお願

うございます。

重県福祉セミナ

います。 

度目、津市の皆

あり実践報告を

今日はいろんな

んの心に残るこ

願いします。 

座ったままでで

して大津市では

にも広めたいと

を伸ばします。
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様子を掲載し

ことでさっそく講

づくりへ～がんば

大津市社会福祉協

をいただきます。

11時半までお話

てご意見等をたま

います。 

願いします。 

ご紹介いただき

ナーにお越しいた

皆さんにお声をか

をさせていただ

なことを皆さんに

ことになればな

できる体操から始

はこの体操で長生

思います。座っ
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題研究交流集

まちづくりへ

チ～支えあう

職員、民生

します。～ 

講演に入りたい

ばらないけどあ

協議会地域福祉

。 

話をいただいた

まわれればとい

きました山口で

ただきました。

かけていただき

くチャンスをい

にお伝えして何

と思っています

始めます。長生

生きする人が続

ったままできる

0 

所

地

1

長 

集

へ

う

・

い

あ

祉

た

い

で

き

い

何

す

生

続

る



 

グッと伸ば

背筋を伸ばし

します。息を

してこれをや

ダイエットも

エットで8キ

ていらっしゃ

はできるだけ

丈夫なんです

ングブレスダ

皆さんはど

もう一つ、

何か困ったと

ときにはフー

 

そしてもう

います。子ど

が、私たち大

回笑うのと同

めます。皆さ

ます。その場

ッハ、イェイ

ハというのを

きます。あり

うことで今、

がっていまし

とです。 

今日の私の

相談に乗るの

るわけですけ

方の話を聞か

ことしてきま

ただきたいし

いらっしゃる

間が持てたら

ばしてゆっくり

してゆっくり息

を長く吐きます

やって20年く

も流行っていま

キロ減に成功し

ゃる方は糖質制

け食べずに野菜

すけれどもこれ

ダイエットと糖

どんなものが効

息を吐くとい

ときに息を吸う

ーっと吐くのが

う一つ私はワッ

どもは1日に3

大人は1日平均

同じ効果のある

さん恥ずかしが

場で結構です。

イ(笑)いいです

を面白くもない

りがとうござい

大津市内でワ

して、吐くとい

の話はいろんな

のはとても怖い

けれど、その時

かせていただい

ましたので、そ

し、ここにいる

る方も多くいる

らと感じていま

り下ろします。こ

息を吐きながら

すので長生き(息

らいが経ちます

ますね。ちなみ

しました。皆さ

制限用のビール

菜中心の食生活

れで8キロ痩せ

糖質制限ダイエ

効いているでし

うのがすごく健

う癖のある人は気

が良いそうです。

ッハッハ健康体操

300回くらい笑

均20回笑うでし

るワッハッハ健康

がらずに私と一緒

ワッハッハ、

すか？健康にな

いけれどワッハ

います。ワッハ

ワッハッハ健康体

いう動作が私た

な人の相談に乗

いし、その人の人

時にゆっくりと

いて一緒になっ

そんな話を皆さ

る皆さんは日々

ると聞いています

ます。    

これだけの体操

6秒7秒かけて

息)体操とよんで

す。今はロングブ

に私は糖質制限

んもメタボを気

を飲む、そして

、お肉は食べて

ましたので、私

ットが効いてい

ょう？ 

健康に良いそう

気を付けて、困

。 

操というものを

うと言われてい

しょうか？今日

康法を一緒にし

緒にやりたいと

ワッハッハ、ワ

ると信じてワッ

ッハと笑うこれ

ッハが健康に良

体操ということ

ちにとっても良

ってきた話をし

人生に触れる場

息を吐きながら

て這い上がるそ

んにお伝えさせ

どういうことを

すので共有でき
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操です。

て下ろ

でいま

ブレス

限ダイ

気にし

てご飯

ても大

私はロ

います。 

です。

困った

をして

います

は20

して進

と思い

ワッハ

ッハッ

れでい

良とい

とで広

良いこ

 

します。

場にい

らその

そんな

せてい

をして

きる時

今

名の

輩を

女性

の時

男性

1

 

 

＜大

大

Ｕ

つい

出

ご

入

てお

社協

じて

にた

るな

私

(笑

て下

てい

 

 

＜山

皆

私

種で

後

んで

ー

の情

彼

し

最

今

らま

ロジ

そ

域で

して

事で

今日は私、一人

の職員がいまし

を連れて行くと

性も連れて行き

時には女性をと

性を連れてきま

1年目の職員で

大津市社協職員

大津市社協で地

と申します。今

いてきました。

出身は長崎なの

したので親近感

入職して半年経

おります。いろ

協でしかかかわ

ています。また

たくさんのこと

なと感じていま

私は今22歳で

笑)。新米なので

下さっている皆

います。どうぞ

山口＞ 

皆さん聞いてい

私たちは人前で

ですので彼も連

後程もう一度、

ですけれども弱

ドです。今日は

情報公開の体験

も一つエピソー

くお願いします

最初に資料の説

今日使いますの

まちづくりへ”

ジェクト」”こ

そしてもう一つ

で安心して暮ら

てくれている資

で“知的障害者

人後輩を連れて

して、こういう

というふうにし

きます。けれど

というふうにし

ました。 

です。自己紹介を

員Ｕさん＞ 

地域支援グルー

今日は素敵なご

 

のですが幼いこ

感を感じていま

経ち、毎日、大

ろんな専門職の

われない人と出

た地域の方です

とを教わってあ

ます。 

すのであと40

で山口課長から

皆さんからもい

ぞよろしくお願

いただいてあり

で話して皆さん

連れてきてまず

彼の登場があ

弱さの情報公開

は皆さんも私の

験をしていただ

ードを話す機会

す。 

◇

説明だけしてお

のはパワーポイ

という資料と

れを使わせてい

つハンドブック

らすために”こ

資料が新聞の記

者守る手引書広

てきました。大津

形で他市に呼ば

しています。でき

ど、宿泊の時には

していて、今日は

をしてもらいま

ープに所属してお

ご縁があると聞い

ころには三重県鳥

ます。 

大津市社協でよか

の方をはじめ警察

出会えて本当のよ

すとか相談者の皆

ありがたい時間を

年近くは大津市

ら盗みながら、ま

いろいろ盗めた

願いします。 

がとうございま

んに拍手をもらっ

ずは拍手をしま

あります。話の中

開というのが私の

の話の真ん中あた

だこうと思います

会をいただいてい

◇ 

おきます。 

ントの冊子にな

“相談から生ま

いただきます。

で“知的障がい

このハンドブック

記事にあります。

広がり”とありま

津市社協は31

ばれるときは後

きるだけ男性も

は男性を日帰り

は日帰りですが

ます。(拍手)

おります。 

いて山口課長に

鳥羽市で数年過

かったなと感じ

察の方ですとか

よかったなと感

皆さんから本当

をいただいてい

市社協にいます

また今日参加し

らいいなと思っ

ます。 

って成長する職

した。 

中にも出てくる

の一つのキーワ

たりで少し弱さ

す。そんな中に

いますのでよろ

なった“相談か

まれた24の「プ

 

いのある人が地

クのことを説明

。朝日新聞の記

ます。 

 

後

も

り

が

に

過

じ

か

感

当

い

す

し

っ

職

る

ワ

さ

に

ろ

か

プ

地

明

記



 

この手引書

かりにこうい

ということで

知的障がい

で逮捕されま

すが痴漢の容

きに弁護士さ

染のない言葉

のあたりのこ

フレットです

私たちはこ

した。警察官

やっただろ

まう弱い人た

ってもらいた

「助けて」と

ということを

それとどの

できるのか。

もいらっしゃ

そんなことを

一旦このパ

国の科研費を

ューアルをし

もし皆さん

方がいらっし

100部、20

はなく津に皆

ってきました

そしてもう

した。やっぱ

そしてこの挿

んという大津

することでこ

た。 

書は大津社協に

いうことが世の

でそのことを解

いの人が大津で

ました。彼はも

容疑で逮捕され

さんが使う言葉

葉であったこと

ことをまとめよ

す。 

これを大津市内

官に知的障がい

！触っただろ！

たちが世の中に

たい。それと親

と言ってくださ

を書きました。

の時点で専門職

中には実際に

ゃったりでそう

を時間をかけて

パンフレットは

をいただきまし

したのがこのパ

んの関係者の中

しゃれば是非連

00部送ることが

皆さんのお役に

たのでよければ

う一つこのパン

ぱり難しいパン

挿絵はご自身の

津在住の漫画家

このハンドブッ

に相談に来られ

の中にはきっと

解説した手引書

で走っている京

もちろん痴漢は

れた彼を守るた

葉が、あまりに

とから「逮捕」

ようと話して3年

内の交番所と警察

いを持っている人

」と言ったら

にいるというこ

親御さんたちに何

さると私たちや弁

 

職が警察に行け

に万引きをして

ういう方の反省

て作ったパンフ

はすべて売り切

して大学の先生

パンフレットです

中でこの冊子も

連絡してくださ

ができます。こ

にも立つことが

ばこれを活用し

ンフレットに挿絵

ンフレットでは

の子どもが知的

家に描いていた

ックがグッと身

た一つの事例を

いっぱいあるだ

です。  

阪電車内で痴漢

していなかった

めに支援してい

も私たちの日常

とか「拘留」と

年かけて作った

察官に配って歩

人の特質「お前

「ハイ」と答え

とをまずは警察

何か起こった時

弁護士が助けに

ば彼を助けるこ

しまう知的障が

をどう聞き出す

レットです。

れになったんで

たちともう一度

す。 

う少し欲しいと

い。 

の冊子が大津だ

できればと感じ

て下さい。 

絵、マンガを入

目につかないの

障がいを持つ高

だいて彼女とコ

近なものになり
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を手掛

だろう

 

漢容疑

たんで

いると

常で馴

とかそ

たパン

歩きま

前痴漢

えてし

察に知

時には

に行く

ことが

がい者

すのか、

ですが、

度リニ

という

だけで

じて持

入れま

ので。

高阪さ

コラボ

りまし

私

フ

で

「週

日の

にす

中の

って

 

社会

で

年の

す。

合相

また

てお

なん

職員

人

てい

社協

て地

と変

真

坊主

日に

ので

の

たち

ため

彼

ア

受け

ます

じて

少

とい

な

護施

レス

施設

その

私たち大津社協

レット普及の為

このパンフレッ

週刊朝日」にも

のテーマにある

するそのことに

の一つ小さな成

てみてください

もう一つ“第3

会的孤立防止の

この資料どこか

“2014年「ボラ

の「ボランティ

。このもとにな

相談から広がる

た見ておいて下

“大津市社協第

おきました。こ

んです。“目指せ

員の顔が載って

人口34万の大

いない社協とし

協の取り組みで

地域福祉に取り

変わらない笑顔

真ん中の「ソッ

主の“熊やん”

に天国に引っ越

で私の口から

ことなんだなと

ちが相談活動を

めにも彼から学

彼から学んでき

白書」に載り全

け入れるんだと

すので皆さんの

ています。資料

少し自己紹介を

いう漫画を読み

りたいと思った

施設で働きたい

スで稼いだお金

設にクリスマス

のプレゼントを

協の権利擁護研

為によばれまし

ットのことを触

も取り上げてい

る声にならない

に私たちはこだ

成果がこのパン

い。 

章事例、今日的

の取り組み”と

から印刷してき

ランティア白書

ィア白書」に私

なったものが去

る社会福祉協議

下さい。 

第4次地域福祉

この計画中身も

せ！笑顔をつな

ています。 

津市で31人の

しても少ない人

です。この職員

り組んで皆さん

顔で働いていま

ッタとドウジ」

が写っていま

越しされました

“熊やん”の話

と受け止めてい

を大事にしてき

学んできたこと

きたことが「月

全国各地に社会

ということが広

の心の中に何か

料の説明はこれ

◇

をします。私は

みまして、大き

たんです。タイ

いと思ったもの

金でちびっこハ

スなどにプレゼ

を喜ぶケンタ君

研究会のメンバー

して各府県の総会

触れているところ

いただきまして、

い声を聞き続けて

だわって行きたい

ンフレットなので

的な社協活動事

いう資料があ

きたか書ききれて

書」”からと書い

私が書いた文章が

去年の「月刊福祉

議会活動”とい

祉活動計画”とい

もさることなが

なぐ達人”とい

の職員というのは

人数の地域福祉活

員たちが笑顔をつ

んの地域で働いて

ます。 

というキャラク

ますけれど、彼は

た。彼の話が今

話が出てきたらこ

いただけるとあ

きている意味が皆

をお伝えしたい

刊福祉」に載

会福祉協議会が

広がっていくと良

か残ることがあれ

れで終わりです。

◇ 

は子どもの頃にタ

きくなったらタイ

ガーマスクに出

のです。タイガー

ハウスという今で

ゼントをするんで

君という少年が出

ーは各地でパン

会とか研究集会

ろです。先日は

、これからも今

てそのことを形

いんです。その

で是非お手に取

事例、生活困窮

ります。 

ていなかったの

いて下さい。今

が載ったもので

祉」の記事“総

うものでこれも

いう資料もつけ

ら素敵なのは裏

うことで私たち

は介護保険をし

活動をしている

つなぐ達人とし

ている職員たち

クターの下に丸

はこの4月12

日は出てきます

この丸坊主の彼

りがたいし、私

皆さんに伝わる

いと思います。

り「ボランティ

しっかり相談を

良いと感じてい

ればいいなと感

。 

タイガーマスク

イガーマスクに

出てくる児童養

ーマスクはプロ

でいう児童養護

ですけれども、

出てきて私は子

 

ン

会

は

今

形

の

取

・

の

今

で

総

も

け

裏

ち

し

る

し

ち

丸

す

彼

私

る

 

ィ

を

い

感

ク

に

養

ロ

護

子



 

どもながらに

いなと思って

大学生にな

番大事な親か

うものを感じ

子どもたちに

の魅力にも取

あるというこ

童養護施設と

児童養護施設

強い気持ちで

私が平成2

たことを一つ

る時代が来る

くても近所の

の制度が利用

ことは手伝っ

が解散すれば

今日話をし

す。むしろ社

からも求めら

さんいる状況

は助けたいと

思いますけれ

痛感して私は

ばろうと思っ

この後どん

と研究しなが

そんなことを

と40年大津

周年を迎えま

をするので「

そういう後輩

す。 

 

パワーポイ

も悩むんです

うに見えてし

いので、写真

だいて資料は

こういう話

それと私の話

で各地の事例

なるのは一つ

ます。自分た

張っても二つ

に大きくなった

て過ごしてきま

なって児童養護

から離れて暮ら

じる中でこの子

にしないために

取りつかれまし

ことを知り平成

とも付き合い、

設を卒業した子

で地域福祉の仕

2年に地域福祉

つだけ紹介する

るといいな」と

の人が助け合っ

用できて自分で

ってもらえる、

ばいいなと思っ

しますけれど、

社会福祉協議会

られているし、

況の中でもう一

という力をもっ

れど、そういう

はもうあと10年

っています。 

んな社会が来る

がら私たち大人

を感じています

津社協で働く」

ました。Ｕは僕

「それまで生き

輩にも恵まれて

イントを使って

す。パワーポイ

しまって私はパ

真だけ最初にパ

はパワーポイン

話しを後でする

話は事例なので

例を聞くことが

つくらいの思い

たちの取り組み

つです。 

たら子どもたち

ました。 

護施設でアルバイ

らす子どもたち

子どもたちを守

にも地域で活動す

して、社会福祉

成2年に社会福祉

大学時代にアル

子どもたちとの繋

仕事をしています

祉の仕事をした

ると「いつかこ

と思ったんです。

って何か困った

でできることは

そんな時代が来

って働き続けて

なかなかそう

会やNPOなどの

一人ぼっちで悩

一度支援とか助

っと増やしてい

う状況が広がっ

年大津社協でお

るのかそんなこ

人がどんな状況

す。Ｕが先ほど

と言いました。

僕が大津社協の

といてください

ている私の報告

◇ 

て報告するのが

イントの資料は何

パワーポイント

パワーポイント

ントなしでいき

るんだなという

で事例の聞き方

があります。事例

いで聞くのが良

みに参考になる

のために仕事を

イトをしたとき

の心の闇、辛さ

るとともにこう

する地域福祉の

協議会という職

祉協議会に勤め

ルバイトをして

繋がりも通して

す。 

ときに強く心に

ういう仕事がな

。地域福祉と言

ことがあったら

自分でしてでき

来て社会福祉協

きました。 

いう状況にはな

いろんな活動が

悩んでいる人が

けるやり方とか

かないとならな

ているというこ

お世話になって

ともしっかり皆

を作り出せるの

自己紹介の時に

大津社協は去

100周年の記念

い」と言うんです

をさせていただ

良いのかどうか

何か完成してい

で話すのは上手

で皆さんに見て

ます。 

程度で結構です

、私もいろんな

例の聞き方で参

いといつも感じ

のはせいぜい一
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をした

きに一

さとい

ういう

の仕事

職場が

めて児

ていた

て今は

に残っ

なくな

言わな

ら福祉

きない

協議会

ないで

がこれ

がたく

か、私

ないと

ことを

てがん

皆さん

のか？

に「あ

去年60

念式典

す(笑)。

だきま

かいつ

いるよ

手くな

ていた

すので、

な場面

参考に

じてい

一つ欲

全

津は

れば

に

人

在地

都駅

津駅

それ

石

な石

とな

る

とい

な人

いつ

写

けれ

大津

福祉

り戦

り、

とい

い

写

生で

12

ら教

こ

健康

色ん

れな

して

てい

の力

全部のことをい

は地域性が違う

ば一つくらいだ

しゃべります。

人口は34万人

地というものの

駅に降りてあの

駅に着くんです

れが良いという

石積みのまちづ

石にも小さな石

なる石がいっぱ

し安土城も大坂

いうことで、生

人たちがいると

つも感じていま

写真は大津から

れども海のよう

津のあたりを見

祉協議会がある

戦国時代の大き

、たくさんの光

いうことを改め

うことを今日は

写真は「あなた

で大津社協で平

日に82歳でお

教わったことを

とも最初にお伝

こういうパワー

康で文化的な生

んな場所でトラ

ないしリストラ

てしまうかもし

いるそんなトラ

力を借りる。い

いろいろ聞こう

うし歴史も違う

だなと思って気

 

、世帯は13万

の京都駅と大津

の何とも素晴ら

すけれども大津

う県民もいます

づくりといいま

石にも役割があ

ぱいあってこれ

坂城も滋賀の大

生活困窮者支援

ということを石

ます。 

ら高島に行く所

うな景色です。

見た景色です。

る建物がありま

きな合戦の場所

光を見ながら人

めて感じこの中

は皆さんにお伝

たの傍に私がい

平成9年から相

お亡くなりになっ

を今私たちはみ

伝えします。 

ーポイントを先

生活のラインが

ラブルに巻き込

ラにあうかもし

しれません。い

ラブルに巻き込

いわゆる個別支

と思うとしん

ので津で何か参

気楽に聞いて下さ

万8千世帯の大津

津駅があまりにも

らしい建物を見る

津駅は本当に何も

すが私は複雑です

まして穴太衆積み

ある。石のまた小

れでしっかりした

大津の穴太衆たち

援をするときも同

石積みのまちづ

所の白鬚神社です

そして、これは

手前のあたりに

ます。ここに以前

所であったことを

人が暮らしている

中にも声にならな

伝えします。 

います」熊澤孝久

相談員をしていま

った熊沢孝久さ

みんなで実践して

先生たちと一緒に

がここにあるとす

込まれます。病気

しれない。子ども

いろんな出来事が

込まれた私たちは

支援の力を借りま

どいので大津と

参考になるとす

さい。私も気楽

津です。県庁所

も近いせいか京

ると11分で大

もないんです。

す。 

みといって大き

小さな石や土台

た門構えができ

ちが石を積んだ

同様に、いろん

くりから私たち

す。琵琶湖です

は比叡山から浜

に浜大津の社会

前は大津城があ

を思い起こした

る場所なんだな

ない声があると

 

久先生、私の先

ましてこの4月

さんです。彼か

ています。その

に作りました。

すると私たちが

気になるかもし

もが高校を中退

が私たちに待っ

はどこかで誰か

ます。 

 

と

す

楽

所

京

き

台

き

だ

ん

ち

す

浜

会

あ

た

な

と

先

月

か

の

が

し

退

っ

か



 

個別支援の

すけれど元の

の生活相談な

ところでちょ

いるそんな命

います。それ

こで私たちの

常支援もする

会福祉協議会

 

そこで私は

うまく行かな

す」自分の家

歳の男性の張

彼は発達障

ども妻は障が

を育てること

働いたらいい

お金がない。

子どもが小

もに言わせて

が成り立たな

けれどやは

言われて帰さ

わずで3日間

らせて民生委

の対応をすると

のところまでは

なんです。そこ

ょっとしたサポ

命が大津にも津

れともう一つは

の活動の全体像

るし地域の中で

会の活動だし地

は十数年前に出

ないので死んだ

家のドアに張り

張り紙です。 

障がいがあって

がいを持って入

とができずに児

いのですが仕事

 

小学校の頃は校

て生活していた

なくて生活保護

はり十数年前は

されて彼はこの

間。地域の人が

委員さんが私の

とほんの少し私

は上がりきらな

こで行ったり来

ポートや支援が

津にも四日市に

は日々の暮らし支

像がこれです。個

で助け合いの活動

地域福祉の活動

◇ 

出会ったこの張

だ方がらくにな

り付けて家の中

て結婚して子ど

入院をしました。

児童養護施設に

事が長続きしな

校長先生に100

たんですけれど

護の申請に私も

は52歳で働ける

の張り紙を貼っ

がこれを見つけ

の携帯に電話を

たちは上がるわ

いというのが私

たりを繰り返す

あることで繋が

もあるんだと感

支え合いがあっ

個別支援もする

動をする。これ

です。 

り紙、「何をやっ

ると思うので死

に立て籠もった

 

ももいるんです

。2人の子ども

あずけました。

いし働く場所が

円借りて来いと

それではとても

3度付き合いま

るのに働きなさ

て家の中で飲ま

て民生委員さん

してきてくれて
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わけで

私たち

すこの

がって

感じて

ってこ

るし日

れが社

っても

死にま

た52

すけれ

もたち

彼は

がない

と子ど

も生活

ました。 

いと

まず食

んに知

て救急

車、

部屋

込ま

第

委員

んな

らい

てい

る

忘れ

せず

人か

の三

部屋

れ

こ

だか

って

です

写

ない

てい

ます

あ

って

プヌ

けれ

区社

間約

ずは

そ

上手

金貸

所で

、警察を呼んで

屋の中で死んで

まない。民生委

第一発見者はそ

員さんには第一

な思いでいつも

いで中に入りま

いましてその後

ということもだ

この張り紙はそ

れないでいたい

ずに部屋の中で

から70人。この

三重県もおそら

屋の外にこうや

どみんななかな

うした現実を思

からこの張り紙

てもらうように

す。 

写真の彼女は大

いというのでカ

いる風景です。

こういう相談風

す。リーマンシ

るかないかでし

ていたし、そう

ヌードルを出し

れども、今では

社協の役員さん

約2トン、レト

は食べてもらっ

それと年金と年

手くお金を使え

貸してほしいと

では借りれませ

で部屋に入りま

でいるかもしれ

委員さんにも固

その後の取り調

一発見者になっ

も救急車を呼び

ます。幸い彼は

後生活保護を受

だんだんわかっ

その後私が相談

いなと思う張り

で死んでしまう

の自殺はなかな

らく自殺対策の

やって張り紙を

なか助けてと言

思い起こすため

紙を貼ってくれ

にするにはどう

◇

大津社協に相談

カップヌードル

 

風景が大津社協

ショックまでは

した。やっぱり

ういう相談が来

したりして彼女

はカップヌード

んや民生委員さ

トルト食品は何

ってそのあと相

年金の間ちょう

えずに生活でき

という相談があ

せんので社会福

ました。私もいろ

れない人のところ

固くお願いをして

調べがすごく長

ってもらいたくな

び警察を呼び私た

は脱水症状があっ

受けることができ

ってきました。 

談活動をしてい

紙です。今こ

人が大津市内で

なか減らない。津

の取り組みをされ

を貼ってくれる

言ってくれずに亡

めにも、障がいを

れたわけでこうい

したらいいのか

◇ 

談に来て3日間ご

ルを食べてもらっ

協では毎日のよ

はこういう相談は

働く場所があっ

来たら私たちが机

女たち彼らを支え

ドルやレトルト食

さんにお願いしま

何千食と集まりま

相談する。 

ど10月の今時

きずに市役所に相

あります。なかな

福祉協議会にまわ

ろんな経験から

ろへ一人で飛び

ています。 

く続くので民生

ないんです。そ

たちは3番手く

ったものの生き

きて障がいがあ

くときにいつも

ういう張り紙を

で1年間で60

津も四日市もこ

れていますが、

といいんですけ

亡くなっていく

を持っている彼

いう張り紙を貼

か大きなテーマ

ご飯を食べてい

って相談にのっ

うに繰り返され

はひと月に1件

ったし何とかな

机の下からカッ

えていたんです

食品を地域の学

ましてお米は年

まして彼らにま

 

時分は高齢者が

相談に行ってお

なかお金は市役

わってこられて

 

ら

び

生

そ

く

き

あ

も

を

こ

け

く。

彼

貼

マ

い

っ

れ

件

な

ッ

す

学

年

ま

お

役

て、
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そういう方々にとりあえず次の年金が出るまでこれで生きと

いてなとそんな感じでこういう食品を使わせてもらっていま

す。 

 

◇ 

NPOと一緒に越冬支援餅つき大会をしてもう10年になりま

す。もともと共産党の事務所と地域が始めたこの取り組みに

NPOが加わり私たちも加わりみんなで越冬支援餅つき大会を

しています。これはホームレスの人たちに声をかけてこの餅

つき大会に来て貰うんですけれども私たちの取り組みを通し

てわかってきたのはホームレスの人たちに餅つき大会がある

から来てなって言ってもなかなか来ないんです。 

今まで人の支援を断っていたのには理由があって言うに言

えないことがいっぱいある。誘いかけの言葉の中でこれが良

いんだなと思ったのが「餅つき大会の餅のつき手に困ってい

るから来て」と言わせてもらうと来てくれる場合もあります。

餅をついてお米やいろんなものを持って帰ってもらってそれ

から相談に繋がるそういう方々が多くいらっしゃいます。 

後にも出てきますがここのホームレスで社協に繋がり、共

産党の相談に繋がり生活保護に繋がりそのあとやっぱり社会

的に孤立してしまうのではなくて、そういうもとホームレス

の人たちがサロンを作ってそういったサロンを通して元ホー

ムレスの人たちが「自分たちも夜回りをしたい」と言ってく

れまして、今月は元ホームレスの皆さんと夜の10時から12

時まで琵琶湖の周辺でホームレスをしている人たちに声をか

けに行きます。 

なんで夜の10時から12時にするかというと夜の10時まで

はイオンにいたり平和堂にいたり、いろんな明るいところで

過ごしていますので夜の10時になると浜大津にある明日都

浜大津のベンチに寝に来ますし、トイレにも寝に来るしそう

いう方々に声をかけに行こうというのが私たちの今月の活動

です。これは餅つき大会に手伝いに来てくれた人にいろんな

ものをもしよかったら貰って帰ってと言うようにしています。 

 

◇ 

相談員セミナーといいまして民生委員の事務局、民生委員

児童委員協議会の事務局を持っている大津社協は21年前か

ら民生委員さんたちに初級セミナーをまず1年目に受けてい

ただき、この初級セミナーを受けていただいた人たちの中か

ら中級セミナーに進んでいただく。 

地区の会長の推薦を受けた方々年間約100人の方々を7か

所の出張相談所でふれあい相談所の相談員になってもらって

います。私たちの狙いは635人いる地域を担当する民生委員

さんの中にはとってもいい人たちがいらっしゃるのでその民

生委員さんに相談員になってもらおう。 

相談員になってもらって困った人がいたら社協に繋いでも

らおう。そういうことを20年間やってきました。 

おかげでこの方々から大津社協への連絡が凄くありがたい

です。民生委員を辞めてからでもこのことはお願いしていま

す。民生委員を辞めても役をやってなくてもいいから困って

いる人が地域にいたら社協に連絡してきてと言っています。

後でも言いますが社協はスーパーマンではなくて社協の後ろ

にスーパーマンたちがいるのでその方達に繋げますから民生

委員は大津の宝です。 

民生委員さんたちに頼んでいるのは自分の経験で相談活動

をしないでほしいということです。相談というのは聞いて、

聞いて、聞いて。で、正論を言ってはダメなんです。そんな

話を先生にしてもらったり私たちがしたりします。そんな中

でたった31名の職員が走り回るだけではなくて地域で相談

にのってくれる人たちがいるこれが大津の強みです。 

 

◇ 

写真は大津市内36か所ある学区の社会福祉協議会その会

長さんたちの毎月1回の定例会です。定例会ではこういうふ

うにブロックごとに座ってうちの担当職員もここに入りまし

て連絡会の後にブロックでのいろんな話し合いをここでしま

す。私たちから言えば大先輩の地域の役員さんたちに今相談

活動で困っていることの話などもよくします。 

ここの場面で社協には毎日のようにご飯を食べていないと

いう相談が来ているので、できたら生活困窮者に物資を提供

してほしいという依頼をするわけです。このオッチャン達は

目の前で困っている人たちなんて見たことないわけですから、

ホンマかいなという話しになるんですが具体的な話をすると

よしそうしたら物資を集めたるという話しになって、この写

真が届いた物資です。お米はこれの10倍くらい届きますし、

後ろに積んだ物資もあって回覧板で回してくれる学区もあり

ます。 

市民センターに社協の生活困窮者物資入れというものを置

いて置いてもらって市民の人たちがそこに入れてくれるよう

な学区もあるし、ある学区はバザーをしてそのお金でカップ

ヌードルを買ったりして持って来てくれます。 

この生活困窮者の物資が私たちの心にどう響いているかと

いうと最前線で相談に乗る私たち、私の後輩たちは後ろに物

資があるし物資の後ろに地域の人たちがいるという安心感は

相当力強いです。物資の力が困窮者に与える安心感と私たち

相談員に与える力は何よりも強いなと感じているところです。

大津の人がちょっとだけ寄付をしてくれるだけで職員がこん

なにも強く頑張れるのと生活に困った人がまずは何かを食べ

てもう一回がんばってみようと思えるのはとても素敵なこと

だなと思います。 

同時に、私たちがやっている方法、助けてと言う社協活動

をしているんですけれど地域の皆さんに助けてもらうこのや

り方は大津のやり方なんですけれどもこれが全国に広がると

いいなと思っています。 
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誰かがちょっとだけ助けてくれることで誰かがものすごく

元気がもらえるこういうことが素敵なことだなと思います。 

大津市内のある学区は有線放送が届く学区がありまして、

その学区では割と豊かな人たちが住んでいる学区なので冷蔵

庫とかテレビとかの家電製品を現在大津社協が相談に乗る中

で冷蔵庫を求めています!!明日の午前10時冷蔵庫回収に参

りますので、みなさんまだ使える冷蔵庫がありましたら市民

センターまでお越しくださいって一報を入れてくれると冷蔵

庫が3台も4台も集まって、こういうわらしべ長者みたいな

ことをしているんです。 

もちろんこのお返しをするんです。お返しはうちの担当職

員がこの生活支援物資を困窮者に渡した時に頂く言葉があり

ますよね。「この物資のおかげで子どもたち3人となんとか乗

り切れます」とか、「これで自殺しなくてすみます」とか相談

の中で交わされる言葉を記録しておいて役員会で役員さんた

ちに返したり文書に書いて返しますと、返した文書をまた地

域で回覧板で回してくれたりして進めていくので小さな相談

のつぶやきが地域に人に返っていくということはとても大事

なことだなと感じています。 

 

◇ 

相談者同士のミーティング、私は熊沢相談員に連れられて

断酒会に行ってから断酒会の虜になりました。 

皆さんの中にも医療関係者がいらっしゃれば断酒会という

ものをご存知かと思います。断酒会に行ったことある人？1

人、2人…3人と手が挙がりました。断酒会でやっているのは

一週間に1回なんですけれども今週もお酒を飲まなかったと

いう話しを自分の酒害体験、お酒で家族をボロボロにした体

験を語りながら周りの人の語りを聞きながらあの人ががんば

っているならおれも頑張ろうということで一週間お酒を飲ま

ずに過ごすという当事者の取り組みです。 

医者に抗酒剤をもらって酒を飲むなよと言われても酒を止

められなかった人たちが酒を辞めている人たちの壮絶な体験

談や今止めているということを聞くだけでお酒を止めること

ができる。そんな人と人との繋がりの力を使った依存症を防

止する方法が日本にあるということを示してくれているのは

断酒会なんです。断酒会にならってその後依存症のグループ

がいくつもできてきて薬物依存症のダルクというものをご存

知でしょうか？ダルクは薬物を使って親を痛めつけ家族を痛

めつけボロボロになって刑務所に入った人たちがダルクの力

で薬物をするのを止めるそういう方々が作っている施設です。 

 

◇ 

そういう当事者の依存症の会を見ながら大津でやっている

のは援助職同士のミーティングです。援助職が2か月に1回

集まって自己紹介をします。15人から20人くらい集まるん

ですけれども、最初この会をしたときに何で大津社協に言わ

れて行かないとあかんのだということで来てくれたのは老人

ホームの相談員と市役所の相談員とうちの相談員の3人だけ。

1年間やっても2年間やっても人が来てくれなかったときに

うちの相談員は「山口さんもう止めてもいいですか？」と言

ってきたのでそんなこと言わないで「3年やろう」と3年や

ってあかんかったら止めようと言っていたのが、その後警察

の相談員が入り児童相談所が入り県の社協が入り今では28

機関が2か月に1回集まっています。  

それと精神保健に特化した部会がほしいという声も出てき

て、MSWの皆さんやPSWの皆さん、ドクターや相談員も入っ

て精神保健福祉部会というものもしていましてそれも21年

間2か月に1回、うちの職員は毎月1回人前で自己紹介をし

ますのでＵのように自己紹介をするのが慣れてきました。自

分の弱さを人前で話すのも慣れてきています。断酒会のよう

に弱さをみんなに公開することで自分もまた頑張れる同じよ

うに私たち援助職も強さで繋がるのではなくて弱さで繋がる

と強いつながりになると感じています。 

この援助職ミーティングは2時間の会議なんですけれど1

時間は自己紹介にしています。自己紹介の時のルールはメモ

を取らないことです。休憩してからそれぞれの職種の最近の

話題などを話してそれはメモを取ってもよいというルールで

こちらは25年間やっています。 

予算ゼロのこの取り組みは大津社協の取り組みの中でもト

ップクラスの評価を受けている取り組みです。予算ゼロと言

いましたけれど例えば私がこれに2時間入ったら私が1時間

単価5千円くらいの職員なので1万円かかっていると考える

ともちろんお金はかかっているんですけれども、こういう取

り組みがボディブローのように効きます。 

相談に来られる方の中には相談をするのが趣味のような人

格障がいを持っていらっしゃる方もみえて、社協に来て保健

所の悪口を言う。保健所に行って警察の悪口を言う。警察に

行って社協の悪口を言うっていうようなかき回す人がいます。

その人は別にかき回そうと思ってなくて「私の方を見て見て」

っていうんでしょうけれど結果として相談員がかき回される

んです。保健所の相談員はアカンなぁとかやっぱり警察はア

カンなぁとなるんですけれど、私たちは顔なじみなのでこん

な人来たけど大丈夫？って言うとあの人いつも来るって話に

なります。 

大津の相談員たちは仲がいいです。仲がいいというのが何

よりもやりやすい。困ったときに相談し合えます。相談員と

いうのは私もそうでしたけれどここにおられる皆さんもどち

らかというと孤独なんです。その職場に1人か2人の相談員

が相談をしますのでどこかに悪口を言われたりすると途端に

凹むんですね。非常に繊細な職種なんです。  

 

◇ 

そこで相談員同士が弱さを言い合ったり話し合ったり励ま
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し合ったりできる関係を作るのが社協の仕事なんじゃないか

なと強く思うようになりました。私が生活福祉資金の相談を

し地域福祉事業の相談をしているときに毎日のように弁護士

さんのところへ訪ねに行ったりしていると、私の上司が「山

口、そんなに弁護士さんのところへ行くんだったらこの人と

思う人と顧問契約を結んだらどうだ」と勧めてくれました。 

私は私より1つ2つ年下でこの人と思う人をつかまえてこ

こに写っている弁護士さんですけれども、彼に頼んで顧問に

なってもらいました。 

以来十数年、大津社協の顧問弁護士になっていただいて大

津社協の危機を数々救ってくれました。その顧問弁護士料は

月1万5千円からスタートしてその時々で危機を救ってくれ

るたびに当時の局長が「弁護士にいくら払ってるの」という

話しから「それは安いから2万円にしてあげろ」と2万円に

上がり3万円に上がり今3万5千円なんですけれども今年ま

たピンチを救ってもらいましたので月5万円にしようかと思

っています。 

そしてこの弁護士さんとの定例ケース会議が凄く効きます。

月に2回社協に来てもらうんですけれど、私たち相談員が聞

いてもうまく答えられない案件が多いんです。 

 

例えば自営業をやっている人で1日店開けてお客さんが2

人、従業員はいないけれど夫と妻2人でやっている。自営業

で食べ物を売っているんですけれど成り立たないので食堂を

閉めようかどうかの相談に来たその人に私たちが閉めたらど

うですか？と言ってもその人たちは頑張りたいために相談に

来ているわけで閉めようかどうかなんて思ってないんですよ

ね。どうやってお金を貸してもらおうかと思っているので…。 

こういうタイプの人の相談に弁護士が乗りますとその人た

ちはコロッと気持ちが変わります。弁護士が計算してくれて

「Ａさんよく頑張ったな。でももう無理ですよ。ひと月あけ

て赤字が10万1年で150万も160万も赤字を作ってこの後ど

うするの？ここで白旗挙げて一緒に整理をしましょう。手伝

いますから」と弁護士が言ってくれると代々、店を守ってき

た人たちもほろりと涙を流して「本当はもうアカンなと思っ

てました。社協でお金を借りれなかったら死のうと思ってま

したけれども弁護士さんの一言で頑張ろうと思いました」と。

このように自己破産をした後でもスタートできるわけです。 

 

社協の相談ってそんなもので社協の職員が何度言っても市

民は社協に何をしに来るかというと金貸してほしいから来る

んです。5万10万のお金を貸してくれ、市役所では貸してく

れなかったから社協に行ったら貸してくれるんちがうかと言

って相談に来る人たちの相談を断ってからが私たちの仕事な

んです。それは貸し付けの対象になりません。そう断ってか

らが社協の仕事です。そう思って15年、後輩たちも今それを

言っています。 

私はこれを言ったときにとても辛かったけれど貸し付けの

相談を断ってから後ろに弁護士がいる。今は顧問の司法書士

もいますので専門職とタッグを組むことで社協の相談の値打

ちがあがります。弁護士が大津社協の相談は「面白いな」と

言ってくれます。「何でですか？」というと、こんな人たちは

弁護士のところに来ないと。弁護士さんのところにはある程

度相談が整理されてくるとかお金がかかるので貧しい人の相

談が来ないとか、そんなことを思うと大津社協の相談は弁護

士冥利に尽きるらしいです。 

あともう一つ言ってくれるのは市役所でやっている弁護士

相談は匿名性の高い相談で30分で切りあげで名刺は渡せな

い。なぜかと言うと相談に来ている彼の背景が分からないし

彼がどんな人でどんなサポートを受ける人かわからない中で

弁護士は30分で出会った人のことを引き受けることはでき

ない。弁護士としての法律なコメントはできても受任するこ

とはできない。 

そういう弁護士が社協の相談は後ろに私たちや民生委員や

専門職がケース会議のように相談をしますので、法律上のア

ドバイスをしてその後安心感があるので社協の相談は面白い

なと言ってくれます。以来この弁護士が推奨してくれて司法

修習生が大津社協に実習に来ます。ここ10年司法修習生が毎

年5人10人と社協のことや民生委員のことを知らずに弁護士

はできないと彼が言ってくれまして私たちはそんなものかな

と思って弁護士さんたちの修習に付き合います。謝礼はゼロ。

去年くらいから5千円くらいくれるようになったのかな？ 

その司法修習生たちが大津で開業して弁護士になって弁護

士になった彼らから相談があるというのもよくあることで、

国選弁護士でホームレスの人を引き受けたけれども彼の生活

をどう支えて行ったらいいのかわからないので一緒に警察署

に来てほしいという相談を弁護士から受けることもあって嬉

しい限りです。 

 

◇ 

写真は寺子屋プロジェクトの打ち合わせ。後程また出ます

が生活困窮者自立支援法のモデル事業を受けた私たちは、こ

れは国のやる法律で自治体が実施の法律だけれども地域福祉

的に進めようと思っていまして子どもの貧困問題に地域の人

たちを巻き込んでいます。 

これが寺子屋プロジェクト、後で資料がありますので見せ

ますがこれはふわりサロン、サロンに元ホームレスの人たち

が来て大津社協の電車と福祉、縁日電車のイベントでたこせ

んコーナーを担当してくれることになってこのときはたこせ

んにソースを塗ってどのソースが美味しいかというのを食べ

てみてくれているんですが元ホームレスの人たちが集まって

彼らが発見したのは自分たちが誰かの役に立つそのことがす

ごくうれしいと言ってくれまして「そうか!!」と私は気付き

ました。 
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大津社協に、あるいは大津のNPOで生活保護に救われた彼

らは次に何かやることを求めているんだけれど、心が傷つい

たり体が傷ついたりしてすぐには働けない彼らの居場所を作

るということでこうしたたまり場を作っているんですが、彼

らはたまり場で話し合うだけでは話が持たなくて彼らがやっ

ているのはボランティア活動なんです。取り組みの時に何か

を手伝うことですごく嬉しかったそうです。綿菓子や的当て

もやってくれています。   

誰が元ホームレスで誰がうちの職員か分からないと思いま

すけれどみんなそうなんです。こういう取り組みを通して「自

分たちも何かをやりたいわ」と言ってくれます。 

 

ふわりサロンという名前を彼らが付けたのは私は凄いなと

思っています。ふわりはふんわりと集まれるという意味でふ

わりサロンと名付けたんですけれども、わたしはそのふわり

サロンの「ふ」というのは福祉の事を意味しているのではな

いかと。そして、分かるためには利用者に学べというふうに

あとでネーミングを付けまして凄い名前を付けたなとあとで

思いました。福祉のことは利用者に学ぶのが一番いいです。

研修会で学んでわかることは一つか二つ、利用者にとことん

学んだ方が良いに違いないとはっきり思っています。 

 

◇ 

これはある日のケース会議。生活保護と病院の医療ソーシ

ャルワーカーそれと民生委員さんが話し合って今、大津の日

赤に入院している彼女が家の掃除をしなければならない掃除

をするのは誰だろうということで話し合っていました。 

私たちは手を挙げて大津社協は昔から「お掃除プロジェク

ト」というのをしていまして、ゴミの家を見ると職員の血が

燃えるんです。ゴミを見ると血が燃えるのは何かというとゴ

ミはきれいになりますからきれいになったら「ありがとう」

の言葉が待っていますので、ゴミを見ると片付ける。 

この日のゴミは強烈でした。ある料理屋を営んでいたご夫

婦の家。夫が亡くなって妻が入院をしてさあ退院というとき

に家がグチャグチャという民生委員さんとヘルパーとケアマ

ネの訴えでした。料理屋のカウンターで彼女はご飯を食べる

んですけれど、本当にグチャグチャで電気の請求書も介護保

険の請求書も全部ここにあります。 

こんなふうになっているということはゴキブリがたくさん

いまして1000匹を超えるゴキブリを見ました。人生で出会う

ゴキブリに全部出会いましたので、ゴミで血が燃えると言い

ましたが実は引いてました(笑)。 

このときに私がしたことは、彼女には年金がありましたの

で5万円出してもらって処理費用と業者にも来てもらいまし

た。業者にも来てもらって5万円ではとても引き受けられる

案件ではないんですが、尚且つ私が頼んだのはちょうど別件

で相談に乗っていた生活困窮の人がいらっしゃったので彼を

バイトで雇ってくれと。1万円ででも雇ってもらえると彼は

助かるからというと業者も社協の言うことは何でも聞くわと

彼も雇ってくれて掃除をしました。これは座敷のところでこ

んなふうに服がいっぱい。 

彼は頑張って働きました。誰よりも働くのは困窮者の彼で

した。1万円のバイト料が待っていますから。業者のスタッ

フもうちの職員も頑張りました。頑張りましたけれどゴキブ

リの数が多くて引きました。私たちがやっていたのはスプレ

ーをかけまくることで。それでも頑張ってきれいになって業

者の人が思いっきり頑張ってくれまして、カウンターでは食

べられないようにして冷蔵庫も何もかも全部捨てましたので、

新しい冷蔵庫も業者がプレゼントしてくれて彼女は「何か自

分の家じゃないみたいだな」とか言っていましたが、退院し

てしばらくここで生活することができました。 

その後グループホームに入りました。ヘルパーさんや民生

委員さんも一緒に手伝ってくれて喜んでいます。「誰もやらな

いことは社協がやる」、これを信条にしているんですけれどそ

れはとっても危険な言葉で時の局長はいつも私たちに「どこ

までやるんだ」と言いました。 

局長というのはだいたい市のOBが来るんですけれど「どこ

までやるんだ」という言葉は「そこまでするな」ということ

です。私たちは「どこまででもやります」という言葉をグッ

と我慢して、熊沢相談員が言ってくれる「そういうことをや

るのが社協ですなぁ」「ええ職員雇いましたな」と熊沢相談員

は局長に言ってくれますので局長もそう言われると「ホンマ

やな」みたいになるんです(笑)。 

申し訳ないけれどどこまででもやってきました。どこまで

でもやってきたから局長も最後には大津社協のファンになっ

て行政に行って、社協ってこんなことやってるんだよと局長

が社協の応援団になって行政からお金を取ってくる。大事な

のは人の動きです。「できない」と断ったらそれはそれなんで

すけれども、「生活福祉資金の対象になりません」と言ってか

らが仕事のスタート。そのことを職員一丸となってやってき

ているのがこういう取り組みに繋がっています。 

 

◇ 

彼は精神障がいを持っていました。彼のところに民生委員

さんと一緒に行ったときに、彼のお母さんは認知症で彼のこ

とをずっと支えてきたお母さんの相談と押し入れの中にある

という2000万円のお金をどうするかという相談でした。押し

入れ開けたら2000万円が現金であるんです。それを私とうち

の職員と民生委員さんとでどうするか相談をして、社会福祉

協議会に預けると言ってくれて社会福祉協議会ではそれを彼

の通帳に入れて預かりをして彼の金銭管理サポートが始まり

ました。 

お母さんはグループホームに入って何とか今も元気でいま

す。夫が亡くなり年金暮らしになったこのお母さんはやっぱ
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り精神に障がいのある彼の為にお金を貯める。そのことの為

に一生を生きたと思います。今では何が何やらわからないで

すがその中で彼はお母さんに全部世話をしてもらっていまし

たので、お母さんが認知症になってグループホームに入って

2か月目に部屋で裸のまま凍死して亡くなりました。 

もし私たちがもっと彼に寄り添って支援することができて

いたら今も生きていたのにと残念でなりません。 

こういうふうに親子が一つになって本来子どもが力を発揮

しなければならない、この力を発揮することができないよう

な親子関係の中で暮らしているそんな世帯がきっといっぱい

あってそういう声にならない声がお母さんの認知症、それか

らお金が上手く使えなくなっているみたいという民生委員の

気付きで私たちが部屋に行くまでにもっと気付ける方法がな

いものかと思っています。 

大津社協に相談があがるのは年間でせいぜい3000件か

4000件、これは大津市内の相談の10分の1くらいだろうと

思っています。もっと少ないかもしれません。3％か4％くら

いかもしれません。圧倒的多数は相談に来ていないと思って

います。どうしたらいいんだろうというのが彼の支援を通し

て感じたことです。一人暮らしの方がお亡くなりになるとい

うことをずっと支えてきました。 

 

◇ 

これは大津市内の雄琴温泉で働いてきた人が亡くなった時

のお葬式の写真です。雄琴温泉で働いてきた彼は知的障がい

があって、それでもずっと働いてきました。彼のために雄琴

温泉の組合に連絡をしたところ一緒に働いていた人がお焼香

に来てくれました。「大津で雄琴で頑張って働いた人が亡くな

ったんやからみんなで行こう」といって来てくれてお焼香し

てくれました。彼のためにいっぱい花を飾ってお葬式をした

わけです。1年間に10回くらい今まで100回くらいお葬式を

してきました。どこの葬儀屋が安いかどこがあくどいか(笑)、

だんだんわかってきました。 

私はお葬式をすればするほどお葬式っていろいろあるなと

思ったのともう一つは遺言を書かずに亡くなる人が圧倒的で、

権利擁護の人は遺言を書かなくてもいい人がほとんどですけ

れど一方で生活相談のところでもなくなる人で遺言を書いて

いない人が少ないので私は大津市内でエンディングノートを

作る活動をずっとしています。自分の死と向き合う機会があ

まりない私たちなのでお葬式の話も地域ではよくさせてもら

っています。 

 

◇ 

この写真は相談員セミナーを受けた民生委員が連絡をして

きてくれて「山口さん本当にいいの?ゴミの家だけど」という

ことで連絡をしてくれて行ってみました。 

玄関はこんな感じでした。玄関には猫のキャットフードの

空き袋があったりして猫好きの方なんだと思います。トイレ

に行くとトイレもこんな感じでした。その日は私と後輩職員

の井ノ口はとりあえず見るだけで帰ろうと言っていたんです

けれど、これは見るだけでは帰れないなと玄関とトイレだけ

は掃除しました。 

そうすると井ノ口が後ろで「山口さんそこまでするんです

か？」って言ってましたが、私はゴミを見ると血が燃えます。

特にトイレのゴミとかを見るとこれを綺麗にしたらもしかし

たら彼女はお掃除プロジェクトに乗ってくれるんじゃない

か？部屋も写しました。居間は約1メートルほどのゴミでこ

こに住んでいる女性は61歳会社で働いて会社ではちゃんと

働いているんです。車も乗っています。会社では給料もちゃ

んともらっています。 

アルコール依存になった彼女は、家の中で猫を飼って2匹

3匹4匹と増える中で猫に部屋を占領されている状態でした。

猫に部屋が占領される家はいくつもあって最高49匹という

のがあったんですけれど、ここは4匹だけでした。その後い

ろんな調整の結果、民生委員さんにお願いして地域の社協の

会長さん、民生委員の会長さんなどに集まってきてもらいま

した。私は「県社協の職員も呼んで」と言って県社協の職員

も一人呼びました。 

 

ここでポイントなのは県社協へ電話をして「お掃除プロジ

ェクトがありますけど来ませんか」と言って来なかったら県

社協は「愛想無いな」というんですけれど、必ず県社協は来

てくれます。私が指揮を執るのではなく後輩の井ノ口が指揮

を執ってお掃除プロジェクトが始まります。彼女は働いてお

金があったのでやっぱり5万円出してもらってちょっとした

ものを用意してもらうのとパッカー車代を出してもらいまし

た。 

前線で我々がゴミを集めて、ゴミを外に出すと地域の民生

委員の会長や社協の会長がこれをやります。みんなでやるの

がいいんです。社協の職員だけでこのプロジェクトをすると

心が折れそうになるんです。会長さんたちがいると「山口さ

んたちよく頑張るな」と言って下さるのでそこががんばれる

ところです。そうするとご近所の人も入ってくれるようにな

りました。 

 

私たちが大事にしているのは本人に寄り添う担当職員を付

けること。ベテラン職員を横にいさせて「大変だったな」と

か「相談するまでどうしてたの？」とか「きれいになってき

たね」とか一番辛いのは彼女なので、何が辛いかというと恥

ずかしい自分が貯めたゴミの罪深さは一番彼女が知っていま

す。何もできない惨めさも知っていてお掃除プロジェクトの

2時間の間は、うちの職員が彼女に寄り添う「おまえはゴミ

集めなくてもいいからＢさんに寄り添っておけ」と。それが

今日の仕事というふうに言っています。 



 

この写真だ

見えてきまし

が上がってき

(笑)。床が綺

てて」と言わ

などと言いな

ーきれい。何

カー車に来て

往復してもら

この写真を

ありますけれ

で社長に言っ

が言うには今

なゴミを見た

あるんなら私

ならやってみ

たところです

れて写真を撮

章です。 

こういうふ

ってくれてあ

の人も近所の

歩いていると

る。こういう

ます。 

 

「あなたの

ちに浸透して

員たちに浸透

熊やんとの

1つなんです

ぁええか」”

みんなと一緒

今日スタッフ

あい号を見た

して毎年半年

だんだん居間が

した。うちの職

きましてピース

綺麗になりまし

われるのに「今晩

ながら食器洗い

何年振りだろう

てもらってパッ

らいました。全

を見てもらうと

れど、彼らは日

ってこの日3人

今までゴミの回

たのは初めてだ

私らに言ってく

みたいというこ

す。その他にも

撮る。これが大

ふうにしておく

ありがとう」と

の人に声をかけ

と「もうゴミ貯

う関係ができる

の傍に私がいま

ていますし、私

透させていこう

の愛ことばとい

すけれども“「聴

“みんな一緒に

緒にもう一度か

フの中でどなた

たよと言ってく

年間、社協の電

が綺麗になって

職員たち県社協

スサインをする

した。うちの職員

晩食べる食器が

いを始めました。

う」と言うよう

ッカー車に2往復

全部捨てました。

と3人は企業ボ

日頃ゴミ収集を

人4人派遣して

回収の仕事をし

だと、大津市内

くれ、私らもこ

ことで企業ボラ

もご近所の方が来

大津社協お掃除

くと近所の人同

とゴミ掃除に参加

けるようになっ

貯めたらアカン

ることがとても

◇ 

ます」という熊

私は彼の言葉を

うと考えています

いうものがあっ

聴く」が「効く」

にボチボチいこ

かみしめさせて

たか、京阪京津線

くれました。京

電車が浜大津～坂

いきます。少し

の職員もテンシ

ようにもなりま

員は「食器も全

ないと困るでし

。彼女は床を見

になりました。

復では足りなく

。 

ランティアと書

している業者の

もらいました。

てきたけれども

にこんなゴミの

ういうボランテ

ンティアをゲッ

来てくれて本人

プロジェクトの

士が「ゴミ掃除

加しなかったご

たり、Ｂさんも

で」と言っても

素敵だなと感じ

沢相談員の心は

この後大津社協

す。 

て、この3つプ

”“困ったときは

か”このことを

いただきます。

線で大津社協の

阪電車とタイア

坂本、石山を走
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し床が

ション

ました

全部捨

しょ」

見て「わ

パッ

くて3

書いて

の職員

彼ら

もこん

の家が

ティア

ットし

人も入

の最終

除手伝

ご近所

も街を

もらえ

じてい

は私た

協の職

プラス

は「ま

を後で

 

のふれ

アップ

走るん

です

“困

来

ころ

 

で

“相

なふ

んで

談か

って

私

い

ちか

言葉

動は

い。

ない

って

て

土台

“地

の名

さん

ク

名前

れ

それ

がな

ジ

そ

後見

をや

う

こ

こで

他

プ

ク

のは

「向

す。そこに熊や

困ったときは

る子どもたちの

ろです。 

では、最後ラス

相談から生まれ

ふうにしている

です。相談活動

から生まれた2

てＰＲしてきま

私たちは何で相

う組織は分かり

から「社協って

葉が出てきます

は何をしている

。ここを見せた

いだろうか？と

もちろんいろん

て助かったとい

くれたら力強い

台にして社協の

ここでどんなプ

地域福祉連絡表

名前を一覧表に

んに配り歩きま

トで喜ばれまし

前を勝手に一覧

ども2年目から

れぞれ縦割りで

ないので私たち

ェクト”は先ほ

そして、⑤番目

見制度というも

やる社協もある

と。むしろこれ

とで関係者と団

で理事をしてい

他にも“権利擁

ロジェクト”“

ト”などがあり

“悪質商法撃退

は弁護士さんの

向こうから来る

じゃあ皆さんも

やんの言葉をデ

「まぁええか」”

の顔です。こう

◇

スト10分になり

れた24の「プロ

る私たちもみん

動というのは外

24の「プロジェ

ました。 

相談をしてきた

りにくい組織な

て何をしている

す。何をしてい

るか分からない

たい。心底社協

ということでこ

んなことをして

いう人、どこか

い言葉になりま

の土台にしまし

プロジェクトを

表プロジェクト

にする。そんな

ました。これは

した。最初は行

覧表にして出す

らは「早く一覧

で仕事をしてい

ちはそれをして

ほど言ったとこ

目“法人後見Ｎ

ものができて社

るんですが大津

れをやる専門職

団結をして法人

いましてこれを

擁護ハンドブッ

遺言プロジェク

ります。 

退プロジェクト

の一言をみんな

るものは危ない

も一緒に言って

デザインをして走

とかです。これ

いうことをして

◇ 

りましたので資

ロジェクト」”

んなに見せていか

外になかなか見え

ェクト」”こうい

たかというと社会

なので、いつも分

るところか分か

いるか分からない

いのでこれをぜひ

協の応援団を作る

このことを柱に据

ているんですけれ

かで大津社協で助

ます。このことを

した。 

をしてきたかとい

”小学区単位に

な表を作って各団

は印刷代だけでで

行政の職員から

すの？」と苦情が

覧表頂戴！」と

いますので縦割

ています。“相談機

ころです。 

ＰＯ設立プロジ

社会福祉協議会に

津社協はこれをや

職集団のＮＰＯを

人後見ＮＰＯを設

を支えています。

クプロジェクト

クト”“悪質商法

”でいつも地域

なで共有している

い」を合言葉に

てみましょう。 

走らせました。

れはセンターに

て遊んでいると

資料をひとつ。

というのはこん

かないとダメな

えないので“相

いうものをつく

会福祉協議会と

分からない人た

らない」という

い、特に相談活

ひしっかりした

るには相談じゃ

据えました。

れど、社協に行

助かったと言っ

をまちづくりの

いうと、例えば

に行政の担当者

団体や民生委員

できるプロジェ

「何で私たちの

が来ました。け

(笑)。市役所は

りを横に繋ぐ課

機関連絡会プロ

ジェクト”成年

によってはこれ

やるのを止めよ

を作ろうという

設立して私はこ

。 

ト”“顧問弁護士

法撃退プロジェ

域でやっている

るんですけれど

しています。

 

 

に

と

ん

な

相

く

と

た

う

活

た

ゃ

行

っ

の

ば

者

員

ェ

の

け

は

課

ロ

年

れ

よ

う

こ

士

ェ

る

ど



 

(会場)「向

地域の講座

て自分でする

“傾聴ボラ

んが帰った後

ってからです

アというボラ

で一番人気の

まっていると

話を聞きたい

師をしながら

あとは“依

共依存で困っ

うのはたぶん

ていくと思い

病気で本当は

依存症の人た

が作っている

いまして、ア

務局長みたい

“生活支援

区社協貸付プ

小学校区で

困っている人

出すと1週間

いう人たちの

そうすると利

の方が多いの

かで集めても

あとは⑲番

ンプロジェク

ども居場所づ

やんプロジェ

 

 “熊やんプ

ら学んだ「熊

わります。 

向こうから来る

座では必ずこれ

る。もしくはこ

ランティアプロ

後が一番寂しい

すが、それだっ

ランティアを募

のボランティア

ところ100名く

いというもの好

らびっくりして

依存症支援プロ

った人が好きだ

ん病気だと思う

います。困って

はもう少し距離

たちがグループ

るグループを支

アディクション

いなことを6年

援物資プロジェ

プロジェクト”

1万円から3万

人にすぐにお金

間くらいかかる

の為に学区社協

利用者は喜びま

ので学区社協は

もらっています

番目“寺子屋プ

クト”“相談員の

づくりプロジェ

ェクト”などが

プロジェクト”の

熊やんとの愛こ

ものは危ない」

れをやります。

これを買うと決

ロジェクト”相

いという声を聞

ったらというこ

募集して講座を

アとなりました。

くらい応募があ

好きな人がおる

ています。 

ロジェクト”私

だからゴミを見

うんです。Ｕも

ている人が好き

離を取らないと

プを作っている

支援するという

ンフォーラムと

年7年とやって

ェクト”“越冬支

大津にある36

万円のお金を貸

金を貸し付ける制

るので、でも明

協で1万円か2

ます。そのお金

は困るんですが

す。 

プロジェクト”⑳

の学びの場づく

ェクト”“三井寺

があります。 

のところで私の

ことば」皆さん

。 

買い物は自分で

める。 

談の中でヘルパ

いて介護保険が

とで傾聴ボラン

したところ大津

。毎回30名定員

ってこんなにも

んやなと私たち

はどちらかとい

ると血が燃える

そんな病気にか

というのはちょ

ダメなんですけ

その依存症の人

のを私は信条に

いうフォーラム

きました。 

援プロジェクト

6の小学校区の

してくれるんで

制度では起案と

日電気が止まる

万円を貸してま

は帰ってこない

そのお金はバザ

⑳番目“当事者

りプロジェクト

寺プロジェクト

大先輩熊沢相談

と一緒に共有し
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で行っ

パーさ

が始ま

ンティ

津社協

員で決

も人の

ちも講

いうと

るとい

かかっ

ょっと

けれど

人たち

にして

ムの事

ト”“学

の今24

です。

とかを

るそう

ます。

いこと

ザーと

者サロ

ト”“子

”“熊

談員か

して終

①

もの

って

って

言わ

「聴

ど役

さん

とで

(会

ま

ら

②

許す

ない

はま

皆

(

えか

小学

私た

魔法

前に

く

す。

その

の

じゃ

った

葉が

な気

 

③番

緒に

もい

ます

ぼち

緒に

言葉

(会

ぼち

公開

はな

かで

を応

①“「聴く」が

のはない。お酒

てその人は酒止

ている人にタバ

われるほど最後

聴くんです」、聴

役に立たないも

んや社協の職員

です。では皆さ

会場)“「聴く」が

これが大事！聴

した。なぜかと

といって相談者

②番目“「困っ

すかわりに、相

いのでうまく行

まあええかとい

さん「まあええ

(会場)「まあえ

か」「まあええ

学生や中学生に

たち大人で頑張

法の言葉として

に相談に乗って

うつ病のことを

。よかったな、

の日の夜に山で

ように聴いてい

ゃないのかと今

たのか今となっ

がなかったら私

気がします。

番目“「みんな

にぼちぼちとや

いつからでもス

す。大阪の吉本

ちぼちやったろ

にぼちぼちいこ

葉に聞こえます

会場)「みんな一

ちぼちいこかに

開が絆を作る自

なかなかないし

できないことな

応援するという

「効く」”とい

酒を飲んでいる

止められないか

バコ止めなって

後の最後まで吸

聴いて、聴いて

ものはないと知

員たちがまず熊

さんいきます。

が「効く」” 

聴いて、聴いて

と言うと正論を

者が来てくれな

たときはまあえ

相手も許す勇気

行かないことも

いう言葉を知っ

えか」を5回言

ええか」「まあえ

か」。 

にこれを言うの

張っている人は

て胸に置いてお

ていたうつ病の

をわかってもら

粘りのおかげ

で首を吊って死

いるだけにして

今でも思ってい

っては分かりま

私はもっともっ

一緒にぼちぼち

やろうかという

スタートできる

本新喜劇でボコ

ろかと言います

こかというのは

す。ではこの言

一緒にぼちぼちい

に強い力を感じ

自分の弱さを公

し、人前で自分

なんですけれど

うことになるの

いうのは正論ほ

る人に酒止めなさ

から飲んでるんで

て言っても止めろ

吸うという話しあ

て、聴いて相談員

知っておかなアカ

熊沢相談員から学

 

て熊やんはこれが

を言うとそんなの

ない。でも治らな

ええか」”とい

気。相談員はスー

もあるそんなとき

っておかなくては

言いますよ。 

ええか」「まあえ

のは良くないです

は「まあええか」

おかなければな

の人がいて彼女は

らえたと言って随

げやなそう褒めた

死んだんです。も

ておけば彼女は死

います。彼女がな

ませんが、まあえ

っと自分を追い込

ちいこか」”これ

のと、もう一つ

るということだ

コボコに殴られた

すよね。あんな感

はこれからやって

言葉も一緒に 

いこか」。 

じています。最後

公開する勇気とい

分の話をするとい

どもそういうこ

のではないかと感

ど役に立たない

さいって言った

です。タバコ吸

ろと言われれば

ありますよね？

員たる者正論ほ

カン。民生委員

学ぶのはこのこ

が大事だと言い

のわかってるか

ないわけです。

う姿勢。自分を

ーパーマンでは

きに困ったとき

はアカン。では

ええか」「まあえ

すけれど(笑)、

」という言葉を

りません。3年

は父親にようや

随分褒めたんで

たところ彼女は

もし私がいつも

死ななかったん

なぜ死のうと思

ええかという言

込んでいたよう

れはねみんな一

つはどこからで

と私は感じてい

た池乃めだかが

感じ。みんな一

てやるでという

後に弱さの情報

いうのが私たち

いうのはなかな

とが誰かが誰か

感じています。

 

い

た

吸

ば

？

ほ

員

こ

い

か

 

を

は

き

は

え

を

年

や

で

は

も

ん

思

言

う

一

で

い

が

一

う

報

ち

な

か

 



 

このパワー

せんでした。

をやると眠く

ているように

下さい。もし

ので言って下

 

では、私の

が一言皆さん

ださい。では

いました。(

 

 

＜大津市社協

あらためて

ここに向か

うからよろし

弱さの情報

っと虐待を受

けれど父親は

母親は父親か

待を受けてい

小学生にな

取られたんで

らずっと祖父

小学生や中

が毎回出席し

て何で僕の家

いました。 

中学生にな

して、すごく

るのが本当に

ンカしてちょ

高校に入っ

誰かに必要と

今思うと両親

ーポイントの字

本当は研修会

くなってくるの

に聞こえちゃう

しこの中で質問

下さい。 

の話はこれで終

んに弱さの情報

は前半私の話は

(拍手) 

協職員Ｕさん＞

てＵと申します

かう電車の中で

しくと言われて

報公開というこ

受けていまして

はＤＶで家庭内

から受けた暴力

いました。 

なる頃に結局両

ですけれど、母

父母のもとでお

中学生の時は授

してくれるんで

家はお母さんが

なるとそういう

く敏感になって

にしんどかった

ょっとグレてい

ってちょっとず

とされたいとい

親に虐待されて

字が入った資料

会だとこれを使

のでダメなのと何

うのでこれは資料

問や言いたいこ

終了です。私の話

報公開をします

は終了です。ご清

＞ 

す。よろしくお願

で山口課長から今

て参りました。 

ことで私は小さ

て、頭にたくさ

内暴力が凄くて母

力をたぶん私の方

両親は離婚して母

母親もどこかに行

お世話になって

授業参観があっ

ですけれどそれ

が来てくれない

う他の人と違う

ていて部活をし

たです。家に帰

いました。 

ずつ将来のこと

いう気持ちが人

ていて離されて

は今回あまり使

うんですけれど

何か凄いことを

料として見てお

とがあれば1日

話が終わった後

ので聞いてあげ

清聴ありがとう

願いします。

今日は話をして

い時から両親か

んキズがあるん

母親に当たって

方に向けてずっ

母親の方に私は

行っちゃってそ

いました。 

て家のお祖母ち

が嫌で嫌で仕方

のかとずっと思

生活ということ

た後、終えて家

ると祖父母と毎

を考えるにあた

一倍強くなりま

自分は誰にも必
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使いま

どこれ

をやっ

おいて

日ある

後、Ｕ

げてく

うござ

てもら

 

からず

んです

ていて

っと虐

は引き

それか

ちゃん

方なく

思って

とに対

家に帰

毎日ケ

たって、

ました。

必要と

され

学は

ほ

は

だん

る

そ

ま

方か

ろん

も、

て

この

も

るの

ま

 

 

＜山

喋

っぱ

が応

熊や

人前

あ

毎回

共感

そ

が話

るの

皆

くの

この

話す

ます

で

彼で

 

 

＜司

山

ら、

 

 

れない人間なん

は福祉系の大学

どの熊やんの愛

「まあええか」

ん両親のことも

ようになってき

ういう経験をし

まだまだ微力で

からたくさんい

ん本人さんにど

、その方と必死

もらえるように

の仕事を続けて

自分の痛みとか

のかなと感じて

まとまりがない

山口＞ 

喋るのがすごく

ぱいＵが喋りま

こんなふうに当

応援する。それ

やんは言いたか

前で話をするこ

るんじゃないで

回やる。そして

感する。 

そういう当事者

話したようなこ

ので、どういう

皆さんと一緒に

のか一緒に考え

の後は私への質

す時間を取れた

す。 

ではＵにもう一

ですので今日は

司会＞ 

山口さん、Ｕさ

、ご質問だとか

んだろうなと思

学に入っていろ

愛ことばにもあ

この「まあえ

もそれを恨んで

きました。今は

してきてよかっ

で山口課長から

いろんなことを

どこまで寄り添

死に向き合って

に頑張っていき

ていく上で、仕

かがこの仕事を

ている次第です

いですけれどこ

く大変だったか

ました。 

当事者が弱さの

れが人の心に伝

かったんじゃな

ことで強くなっ

でしょうか？当

て自分も吹っ切

者組織をこれか

ことを思ってい

うふうにしたら

に今日は午前午

える場とさせて

質問というより

たらなと思って

一度拍手を。(拍

は連れてきてよ

さんありがとう

かご感想などい

思っていたと感

ろいろ勉強してい

あったんですけれ

ええか」という言

でいた自分の事も

は逆にそういう家

ったなって凄く思

らもあったように

を教えてもらって

添えるか分からな

ていつかその利用

きたいなと思って

仕事自体は楽しい

を進めていく原動

す。 

これで勘弁して下

かもしれないです

の公開をする。そ

伝わる。きっとこ

ないのかな？と思

っていくこと、皆

当事者組織ではそ

切れて良いんだな

からも応援したい

いる子どもたちが

らいいか。 

午後、声にならな

ていただきたい

もできたら感想

ていますのでよろ

拍手)大津社協を

よかったなと思い

ございました。

いかがでしょうか

じています。大

いくうちに、先

れど、困った時

言葉で私はだん

も少しずつ許せ

家庭に生まれた

思っています。

に利用者さんの

ています。もち

ないですけれど

用者の方に認め

ています。また

いんですけれど

動力になってい

下さい。 

すけれど、精い

そのことで誰か

こういうことを

思っています。

皆さんにも実は

そういう会話を

なということを

いと思うのとＵ

が今いっぱいい

ない声をどう聴

と思っています

想を周りの人と

ろしくお願いし

をこれから担う

います。 

。そうしました

か。 

 

大

先

時

ん

せ

た

 

の

ち

ど

め

た

ど

い

い

か

を

は

を

を

Ｕ

い

聴

す。

と

し

う

た
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＜感想・質問-1＞ 

山口さんのお話もとてもよく、そして最後の彼の話がとて

も胸にきました。 

弱さをみんなの前で話して共有できることは、人として素

晴らしいことだと感じました。日本も家庭が崩壊しつつある

ところがたくさんあってそういうことは何も特別なことじゃ

ない、自分の親だけが特別ではないということを思い出しま

した。 

 

＜司会＞ 

その他にございませんか？ 

 

＜感想・質問-2＞ 

津市で民生委員をしています。山口さんのお話は生きる

ということの大きな土台、基礎のお話を聞いたようでとても

よかったのと、Ｕさんの話が最高でした。 

これまで貧困や死に瀕する人や自殺防止のテーマばかりの

詩を書いています。いつも心掛けているのは自分の事を話を

しながら、私も過去に虐待を受けたことがあるのでそういう

ことと社会の問題とを結んで書くようになると本当に心が楽

になってきました。弱さの情報公開というところが自分の物

語を語るというところとすごく共通し、今の私の生き方＝詩

を書くことすべてが自分を語る自分をさらけ出すということ

とそれを社会の問題とどう切り結ぶかそこだと思います。 

 

＜司会＞ 

他の方いかがですか？ 

 

<感想・質問-3> 

介護業務を担うＮＰＯ法人に属しております。 

親に虐待されたというお話を聞かせてもらって、私も２年

ほど前にそういう方と知り合いになっていろいろして関わっ

ております。本当にびっくりする生活をされている方がいる

なと思います。 

そしてお話の中にありました、精神障がいの息子さんを持

ってたくさんのお金も持っていたけれど、その息子さんが亡

くなったというお話を聞いて身につまされています。私が援

助している人なんですが、その方も精神障がいの息子さんが

いらっしゃって自分は80歳代なんだけれどとても困ってい

るという方がいます。その方の援助をしていますがなかなか

進まないものですから、こういう場でいろいろ話を聞かせて

いただいて若い方が頑張っているのが頼もしいと思いました。 

 

＜感想・質問-4＞ 

私は今65才ですけれど36歳の時に地域の夜間高校へ行き

ました。私は義足なのでツッパリのお兄ちゃんたちが、おば

さんが入ってきたということをビックリしながらも私の足を

抱えて教室を移動させてくれたりしました。  

彼らたちが若いので柔軟に私を受け入れてくれたと思いま

す。その後、私は障がい者でサポートセンターの職員をして

います。前半少し遅れましたので「熊やん」という方がどん

な方だったのかちょっと教えていただきたいなと思っていま

す。 

 

<山口> 

良い質問をしていただきました。熊やんは熊沢孝久さん。

熊沢蕃山という江戸の後期の賢人の末裔なんです。  

小学生の時に戦争で父親達が亡くなり、下に兄弟が2人い

て本当は学校の先生になりたかったんですができなくて、村

役場の職員になりその後滋賀県庁の職員になりました。 

ストレスがたまってアルコール依存症になり薬物中毒にな

り、薬物依存とアルコール依存を抱えながら県庁を勤め上げ

民生委員をし、その後自分の家で「熊沢こころの相談所」と

婦人保護施設の施設長もされていました。 

相談をすることで依存症から救われたと彼は言っていまし

た。それと断酒会に行くことでお酒が止まったと言ってまし

た。 

地獄をみてきた熊沢相談員は相談に乗ることでなんとか自

分を律するということを信条にしながら大津社協に来てくだ

さった平成9年から今年の4月に癌で亡くなるその日まで、

病院で相談に乗っていました。熊沢さんのことを我々は引き

継いでいきたいと思うし、この言葉は日本の地域福祉のまた

相談活動をしている人の薬のような言葉になればいいなと感

じていろんな場面で熊やんの話をします。 

 

熊やんは生前葬をされまして、生きているうちにみんなに

お礼が言いたいということで300 人に集まってもらいました。

熊やんにありがとうを言いたい人がみんなやって来てという

生前葬をさせてもらって、とっても幸せに亡くなられました。

今は献体に入っていらっしゃるので滋賀医大で秋くらいには

もうそろそろ解剖をされるという話を聞いています。この熊

やんの言葉を皆さんのものにしてもらえればうれしいです。

ありがとうございました。 

 

では、残されたあと10分でせっかくなので本当は皆さんの

感想が聞ければいいなと思うんですがそうもいかないので、

隣の人同士くらいでちょっと今日の私の話は前座みたいなも

のでＵの話がグッと来たと思います。 

今日のテーマは「声なき声へのアプローチ」です。彼もこ

の話をするのに半年かかったし、私たちの前でもしなかった

話を今日はしました。彼の言葉も聞きつつ私も話も聞きつつ、

ちょっと感想をお隣の人と言い合うそんな時間を10分ほど

とらせてもらいます。その後発表とかはしないので気楽に話

してください。ではよろしくお願いします。 



 

＜長友＞ 

では、そろ

もおられると

ん、Ｕさんの

 

 

<山口> 

最後に皆さ

ございました

最後に「助

ずはつぶやく

の声で(会場

います。大丈

した。 

多くの人は

いうことも含

声にならな

からは身近な

思っています

どうもご清

 

 

<司会> 

山口さんあり

いました。午

 

 

＊＊＊＊＊

 

<司会> 

では、午後

午後は4名

と思います。

1番目が田

です。2番目

校の教諭。3

くみえの代表

りそいホッ

では早速で

 

 

<田中> 

津市の社会

午前の大津

うようなこと

協はいったい

説明させてい

ろそろお昼にな

と思いますが、

のお話を聞いて

さん、私とＵの

た。 

助けて」の練習

くような声で(会

場)「助けて」。で

丈夫です。(会場

はこの「助けて

含めて気恥ずか

ない声をどんな

な実践を聞きな

す。 

清聴ありがとう

りがとうござい

午後は1時から

＊＊＊   午後

後の部を始めた

名のシンポジス

 

田中伸二さん、

目が青木幸枝さ

3番目が松岡典

表。最後に村田

トラインの方か

ですが田中伸二

会福祉協議会の

津市社協さんの

とは何もないな

いどのような動

いただきます。

なります。まだ

それぞれ問題意

ていただけたか

の話を聞いてい

習をして終わり

会場)「助けて」

では最後に大き

場)「助けて」。

て」が言えない

かしさを体験し

なふうに受け止

ながらまた学び

うございました。

いました。皆さ

らの開始となり

後の部－１  

たいと思います。

ストの方からご報

津市社会福祉協

ん、エスペラン

典子さん、MCサ

田順一さん、三

からご報告いた

二さん、ご報告を

の田中です。 

のお話を聞いて

なと思ったくら

動きをしている

 

まだ話したりな

意識を持って山

なと思います。

ただいてありが

たいと思います

。では、会話く

な声で窓も閉ま

ありがとうござ

中で声が届かな

ていただきまし

めていくのか、

を深めていきた

。 

んもありがとう

ます。 

＊＊＊＊＊＊

。 

報告をいただき

協議会地域福祉

ンサの代表で元

ポートセンター

重ローカルアク

だきます。 

をお願いいたし

おりまして私か

いですが、津市

のかということ
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ない方

山口さ

 

がとう

す。ま

くらい

まって

ざいま

ないと

した。 

午後

たいと

うござ

＊＊＊  

きたい

祉課長

元小学

ーみっ

クトよ

します。 

から言

市の社

とをご

津

市町

かな

った

社協

もお

私

い

後、

福祉

う

学園

りま

3月

す。

津地

率で

業を

一

上の

弱

なっ

人を

害者

ます

あ

先

は津

にな

と私

え

体数

て把

1千

津市も合併して

町村が合併しま

なという状況で

たい何をしてお

協はこんなこと

お伝えさせてい

私は以前、社協

ということで養

、知的障がい者

祉に関して、滋

ノーマライゼー

園という施設へ

ます。 

さて、津市の地

月31日現在で人

。高齢化率は2

地域が24.8％。

です。地域によ

を展開する必要

一人暮らしの高

のことで、実質

と予想されます

っているという

を超えています

者の手帳（3種

す。特に精神保

り、5年前と比

先ほど大津市さ

津市では約600

なっております

私も旧の時は5

ると何ともとい

数が332、これ

把握している数

千人ほどです。

てちょうど９年

ましてようやく

です。津市にお

おるのかなと今

とをやっていま

いただきたいと

協で働くことに

養護学校や企業

者の施設の方に

滋賀県は先進地

ーションの基本

へ、民生委員さ

地域福祉を取り巻

人口としては2

25.6％。10の地

特に美杉地域

よってかなり特

要があります。

高齢者は16,916

質の一人暮らし

す。介護保険施

うデータです。

す。認定率とし

種類）をお持ちの

保健福祉手帳を

比べますと1.4倍

さんのお話にも

0名です。その内

す。自治会数が

56自治会くらい

いう思いもあり

れはあくまで社協

数です。そして

 

年目を迎えてお

社協の組織も落

お住まいの方は津

今のお話にもあっ

ますよというこ

思っています。

になる前は人との

業などで働いてい

に８年ほどいま

地です。私も糸賀

本的なところを継

さんと一緒に訪問

巻く現状ですが

28万5千ほどの

地域がございま

域になりますと5

特性が違い、地域

 

6人です。これは

しというのが9千

施行前と比べます

それと要介護認

しては20%くらい

の方が1万1千

を保持される方が

倍ほどです。 

もありました民生

内主任が44人

が1006あります

いしかなかった

ます。それとボ

協のほうで登録

てボランティア登

ります。１０の

落ち着いてきた

津市の社協はい

ったように津市

とをちょっとで

。 

の交流をやりた

いました。その

した。障がい者

賀一雄さんとい

継承された近江

問したことがあ

が、平成25年の

の人口となりま

まして久居地域

52.1％の高齢化

域ごとの福祉事

は住民基本台帳

千人から1万人

すと、1.2倍に

認定者数が1万

いで、そして障

千人ほどおられ

が増える傾向に

生委員さんの数

というような形

す。1006という

たので1000を超

ボランティア団

録していただい

登録人数が1万

 

の

た

い

市

で

た

の

者

い

江

あ

の

ま

、

化

事

帳

人

に

万

障

れ

に

数

形

超

団

い

万



 

- 16 - 

 

こうやって津市をみていきますと、認知症、高齢者そして

一人暮らしの世帯、あとよく言われる老老介護世帯。 

そして「認認介護世帯」。これは認知症の方が認知症の方を

介護しているような世帯。「障障介護」のような障がい者の方

が障がい者の方を介護している世帯もあります。これが一番

大変ですね。こうした世帯がたくさんあります。生活福祉資

金の貸し付けの業務や認定調査に行かせてもらうと、あらた

めて実感します。 

 

こうした中で社協がいま何をすべきか。 

支え合いの社会づくりを推進することにあると思います。

平成27年度には生活困窮者の自立支援法というものが施行

され、介護保険法の一部改正、生活保護法の改正等もありま

す。 

それに伴って介護予防の方々を支援するシステムなどを今

後考える必要があります。昨年の2月1日から3月8日にか

けて20歳以上の地域住民の方に対しまして地区社協を通し

て調査を2275部配布し実施しました。その時のアンケート結

果の中の一つには「津市社会福祉協議会を知っていますか？」

という質問に「知っている」とお答えいただいた方が8割い

ました。ですがこれは地区社協の方を通じてやっております

ので知ってもらっている人に調査をしたところもあるかなと

思っています。 

 

私もよく社協って何をしているの？と言われます。社協を

知らない人にも見える社協というか、今は共同募金とか事務

的なことをやっているのかな？あるいは介護保険とかで名前

を聞くなという程度ですが、これからは支え合いのところに

こちらからもっと入っていかなければならないと思います。 

そしてアンケートでもう一つ「地域づきあいについて教え

て下さい」と伺ったところ、「親しく付き合っている」が

27.7％、「挨拶を交わす程度」が20.9％というアンケート結

果が出ております。「安心して地域で暮らすために大切だと思

うことは何ですか？」という質問については、「近所の助け合

い」81.1％、「家族のつながり」64.9％です。特に家族や近所

のつながりが大事だということが分かってくる。しかし現状

をみてみますと核家族化や、支え合う子どもは違うところに

住んでいる。 

 

私もそうなんですが、父親は一人暮らしをしております。

週に1回くらい見に行きながら生活をしていて、父親が出ら

れないような行事に行きますと80歳前後の人がほとんどで、

私たち50歳前後のものたちは本当に何人かしか残っていな

いという地域です。畑で作物を作ってもサルがみんな食べて

いってしまう地域です。こんなところで火災や災害が起きた

時にはどうするんだろうと心配しています。 

 

資料として第2次の社会福祉活動計画をお配りさせてもら

いました。津市社協の基本目標が「ささえあいともに生きる

地域づくり」これをこれからも展開していきたいと思います。 

基本方針としては「ふれあいあふれる地域づくり」「地域の

活力を育むひとづくり」「連携と協働による地域のつながりづ

くり」「いつまでも安心して暮らせるしくみづくり」「安心・

安全に暮らせる地域づくり」です。 

民生委員さんからもきれいな標語みたいでいったい何をし

たいのか？と言われることもありますが、一つ一つを分析し

ながら今年度第2次の地域福祉活動計画が5年間の計画です

ので、重点的な事業ということで「ふれあい・いきいきサロ

ン事業」。これは地域ごとで井戸端会議場づくりの見本として、

いろんな地域にいきいきサロンを展開していきたいと思って

います。 

例えばコミュニティカフェであったりお喋り会であったり

あるいはラジオ体操をしているようなサロンもあります。こ

ういったサロンをいろんなところで展開して、社協も関わっ

ていきたいと思っております。もう一点は「地域福祉教育推

進事業」。特に子どもの小さい頃から福祉に関心を持ってもら

えるような人づくりをしていきたいということで、津市内の

社協10支部の各担当から学校の先生、その他教育関係の方々

を含め協同で子どもさん向けの福祉教育を重視してやってい

きたいと考えています。 

 

三点目に「コミュニティーソーシャルワーカー（CSW）の養

成」です。ＮＨＫのドラマ『サイレントプア』で描かれたよ

うに、地域の様々な問題に対応できるキャリアを持った職員

をこれから育成していきたいと考えております。それと「広

報・啓発事業」はあらゆるマスメディアに対しまして社協と

いう名前を入れて、社協を知っていただきたいと思います。 

私も社協に入った時に地元の社協ってどこになるのか分か

らなかったので、毎月広報を作っていこうかということで合

併前には「社協はこんなことをしています」と毎月毎月発行

をしていました。合併後は年に4,5回という発行になってお

りますが、これからも住民の皆さんや関係の方々に発信でき

るようなものにしていかないといけないと広報・啓発事業に

も力を入れて参りたいと思っています。 

 

最後になりますが「災害ボランティア育成事業」になりま

す。この前も広島で土砂災害、丹波市でも豪雨災害がありま

したが社協の職員も丹波市の方に10人ほど行きまして、ボラ

ンティアの大変さとかの体験も積んで今後、津市や近隣で災

害が起きた時にいかに支援体制ができるのかボランティアの

連絡協議会さんなどと連携しながら進めて参ります。特に実

践を通じて学んでいないと職員の方も研修を受けたからどう

こうというものではないと思うので、今後は実践を通じた活

動につなげていかないとダメかなというふうに思います。 
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まとめ的なものになりますが声なき声へのアプローチ、ア

ウトリーチというか支援できる職員の育成、そしてその中で

地域のニーズとかを発見して地域資源を開発していくといっ

たところに持っていきたいなというふうに思います。 合わ

せて最近よく言われる伴走的な支援についても進めて参りた

いと思います。 

 

一人暮らしの高齢者の世帯があれば小地区単位で犬の散歩

の時にでもそういう方に声掛けをする。あるいは自治会で毎

年4回くらい清掃活動で公園の掃除などをする際に、ちょっ

とした交流というかコーヒータイムのようなものを自治会単

位で30分でも結構ですので話し合う機会を設けていく。こう

したことから人と人とのつながりが出てくるんじゃないか。 

 

第2次の地域福祉活動計画は今日参加していただいた方々

のご協力もいただきながら地域の皆様方と一緒に進めて参り

たいと思います。何分社協の職員は各支部に数名2,3人しか

いない状況でやっておりますので、民生委員さんや自治会長

さんなどをはじめ関係の皆さんにご協力いただいて進めてい

かないと地域福祉、声なき声へのアプローチはできないので

はと感じております。是非ともみなさんのご支援ご協力をお

願いしたいと思っています。 

 

 

＜山口＞ 

田中さんありがとうございました。トップバッターで広い

意味で地域福祉の事務局を担っている津市社協ついて報告を

いただきました。 

私のほうから質問です。まず津市の社協は最初にありまし

たように合併して8年9年経ってようやく落ち着いてこられ

てという話しがありました。合併の中で苦労して頑張ってこ

られた田中課長の合併話というか合併で苦労してきて今よう

やくこんな状態ですというような話がありましたらご披露を

お願いします。多くの社協は合併も吸収合併で済んだのでよ

かったんですけれど、おそらく津市の社協の苦労は並大抵で

はなかったと思うのでこの辺り一言。 

最後に、声なき声へのアプローチということで田中課長の

ところでうちはこんな特徴あるよ、こんなことも考えている

ということがあれば一言加えてください。合併苦労話と声な

き声へのアプローチについてもう一声お願いします。 

 

＜田中＞ 

平成18年の1月4日に津市社協は合併しました。10の市

町村で美杉から河芸の方まで含めて合併しました。合併した

ときに私も合併協議会の委員というか私は一志地区でしたの

で参加していろんなことを言わせてもらいました。対等合併

ということでしたが、やはり大きい旧津市社協さんなどにど

うしても吸収と言ったら悪いですが、そんなような状況があ

ったかなと思います。ですので地域における細かなサービス

というのはそれぞれ郡部の方はできていたところが、財政的

なところもあって停滞しているかなというところです。 

 

でも何とかできないかと復活を目指してこれから職員一同

頑張っていかないといけません。それから声なき声へのアプ

ローチということで私も権利擁護などのケースで思うのは、

やはりその方へのアプローチだけでは解決できないケースと

いうのが出てきております。その方へいろいろするまでには

家族さんとの関係とか家族さんでも精神障がいをお持ちの方

もおられるので、本人だけをみていると虐待とかの場合は家

族から本人に向けられている場合もあります。 

 

本人さんだけで解決することもありますが、やはりいろん

な環境、家族の問題、本人の問題も含めていろんなところか

らアプローチして解決しないといけないケースが多くなって

きているように感じています。こういったところにアウトリ

ーチで連携、協同、いろんな関係団体が協力していかないと

いけないなと思います。 

 

 

＜山口＞ 

田中さんありがとうございました。社協の田中さんのほう

からは大きな町づくりの計画を作って合併して10の社協が

一つになったのでやりにくさもあるけれどもそこは夢をみて

進めているという話しがありました。声なき声へのアプロー

チは一人ではできないという話しでした。 

では、2番目の報告青木幸枝さんの登場です。エスペラン

サの代表で元小学校の教諭でいらっしゃいます。青木さんを

拍手でお迎えください。 

 

 

＜青木＞ 

みなさんこんにちは。エスペランサの青木と申します。ど

うぞよろしくお願いします。 

私は今エスペランサという市民グループをやっているんで

すが、この3月まで小学校の教諭をしていました。 

教諭をしながらの活動ということで十分なことをできてい

ない、しかし小学校の教諭というのがまず第一で大事だから

という言い訳をしていたんですが、この3月にそれもなくな

りましたのでこれでいいのかいいのかという自問自答を繰り

返しながらなかなか進展していません。そんな思いも持ちつ

つ今日はお話をさせていただきます。 

 

初めにちょっとお断りをさせていただきます。資料の「日

系定住外国人施策に関する行動計画」というのが2009年3



 

月31日にな

ください。

今からさせ

て勤めてきた

校に8年勤務

国につながる

その頃の出来
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ご確認

 

諭とし

丘小学

どを外
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ってか

リーマ

万人を
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された

留資格

りまし

の強い
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した。なので、
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ましたのでこれ

いうことで使う

今は県議会でも
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いろんな問題が

なと思います。
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この根底にある
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る時間があるん
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で言って全校で

きに「一番言い
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それからクラスで「外国人あんなことをして悪いよな」と

言われ、ペルーにつながる子どもがいたんですが「僕がペル

ーにつながる子どもだと知っていながら外国人悪いって僕の

目の前で言うんだ」「僕もペルー人の血が流れていてそれを黙

って聞いている僕ってつらいんやで」と言う子もいます。 

そんなことを言っていたら職員が“2ちゃんねる”のなか

に「仇をとれ」という書き込みがあったと言い、これは「日

本人の子どもが殺されたんだから今度は外国人の子どもをや

ってしまえ」ということです。 

まさかそんなことは起こらないだろうなとは思いましたが、

実際チマチョゴリが引き裂かれるなんて事件もありましたの

で起こらないとも限らない。当分は人混みに行くのを避けた

方がいいということで子どもに酷いことだけれども、でも子

供には伝えようということになりました。集めて話しました。

「仇をとれってことがネットに書いてあったのだけれど分か

る？」と。そんな事分かりませんよね？それは日本人の子ど

もが殺されたから反対に外国人の子どもを殺してしまえとい

うことなのと言った途端に広いホールでしたが子どもたちの

悲鳴みたいなものが響きました。その声は未だに忘れること

ができません。 

 

このことを全校で問題として考えようと言ったときに５年

生の女の子が「私が言う、私はスピーチできる」と言ってス

ピーチをしてくれました。全校の子どもの前、保護者の前、

地域からも来ていただいて皆さんの前で発表しました。 

それを聞いていたPTAの役員の人がこれは子どもの問題じ

ゃないということで広報に載せてくれました。広報に載せて

もらえたのでこれは使えると思ってそれをもとに親子で話し

合いをしてくださいとお願いをしました。親子で話し合いを

されたらどのようなお話をされたか学校にお手紙としてあげ

ていただけませんか？というお願いをしました。 

そうしたら234通の手紙が届きました。これは大人の問題、

大人が差別をしている。だから子供が人のしたことで胸を痛

めているんだ、私たちが考えていかないといけないことだと

いう声をたくさんいただきました。次の年になって「去年は

こうだったね、今年はどうする」と聞くと、また同じことを

言うんです。しばらくはみんなひとまとめて「外国人」とす

るのはやめて欲しい！というのが願いでした。でもそんな取

り組みを続けていたらいつの間にか学校の中で外国人として

ひとまとめに言うことがすーっと消えていきました。やはり

積み重ねの力だなということを実感しました。 

 

次に教育権と生活権の話をさせていただきます。自動車運

転免許についてです。自動車運転免許は外国人が日本で運転

する方法が3つあります。日本で日本人と同じように取得す

る方法、国際免許で運転する方法、外国で取った免許を日本

の免許に切り替えて運転する方法です。 

1つ目はどれくらいの人が取っているか調べてみたら、通

訳で食べていける程の言語能力を持っている人でないと受か

ってないということが分かりました。 

そして2つ目なんですがこれは無免許運転の抜け道に国際

免許が使われるようになったため、法改正がなされて取得し

た国に3か月以上滞在したという証明がない限り日本で運転

してはならないということになったんです。ですからこれは

事実上無理になりました。 

そうすると大部分の外国人にとって免許を手に入れるため

には、自分の国で免許を取って日本の免許に切り替えるとい

うことのみです。ですがこれが子どもたちにもの凄く悪影響

を及ぼしているということがだんだん分かってきました。 

保護者が子どもを連れて帰った場合に低学年の子どもであ

ったら免許を取って3か月滞在して切り替えですので最低5

か月の滞在になりますとその間に日本語を全部忘れてしまい

ます。クラスの友達と同じように授業を受けてこの調子でい

けば無理なく高校に通えると思っていた子どもが日本語をす

っかり忘れて帰ってくるわけです。5か月間抜けた間の授業

をするだけでは済まない。そんなものでは追い付かないもの

凄い損失があるわけなんです。免許は大事だけれど生活を便

利にする道具じゃないのか。その道具の為に子どもの将来が

こんなにダメージを受けているのはどうなんだろうかと思い

ました。 

 

それからそういうことがだんだん分かってくると親戚に子

どもを預けて帰国して免許を取得してくるという保護者が出

てきました。でも低学年の子どもが長期に保護者がいない状

況だと精神的に不安定になって、おばちゃんに逆らって逆ら

って宿題をしなさいと言ってもしない、それから洗濯機のホ

ースを抜いて洗濯機の汚れた水をアパート中にバァーッと広

げてしまっておばちゃんもどうしていいか分からず泣いてい

るという状態も出てきました。 

免許の為に子どもが犠牲になっている。これは何とかしな

くてはいけない。何とかすると言っても私にはそんな力がな

いしこれは議員さんに頼むしかないかなと思っても知ってい

る議員さんはいないし。 

 

なので、ネットで探したら「多文化共生を考える議員の会」

というものが発足したということが載っていました。この方

たちにどうしたら会えるんだろうと思っていたらシンポジウ

ムがあって自由参加でしたので私も参加して発言しました。

子どもたちの問題を思いっきり発言したら事務局の方が声を

かけて下さって議員さんたちに聞いてもらう機会を作ってい

ただきました。そうしたら早速、翌日から議員さんたちは動

いて下さいました。そしてその事務局が外国人とのパートナ

ーシップを考えるシンポジウムというものを開いて下さって

議員さん警察の方、報道関係者の人、それから私たち教員な
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どいろんな人を集めて免許について考えるそういう会を開い

て下さいました。ここでも子どもたちの実情を訴えました。 

 

それから大人も当然頑張らないといけないんですが、子ど

もの頑張りというのは私たちの頑張りの何倍も効果を生みま

すので、すごくお母さんが困っていた子どもに「全校の前で

言わない？」と言いました。すごくシャイな子どもで「僕恥

ずかしい」と言っていたんですが、最後は「お母さんのため

に頑張る」と言って日本語で読むのは楽しく読んでいました

ので、毎日毎日残って練習して発表しました。全校の前にク

ラスで発表したんですが、クラスで免許を取るのにそんなに

苦労していると聞いた子どもたちが「え、免許って簡単に取

れるんじゃないの？そんなに大変だったのか」「家のお母さん

たちそんなこと知らないし、僕たちがお母さんたち言わない

といけないんじゃない」と言って子どもたちが保護者の前で

自分たちが調べたことを発信してくれました。 

 

そんなことしているうちに議員さんたちが動いて下さって、

まず英語でテストがスタートしました。英語が話せる方や英

語が分かる方には良いですけれど同じ外国語の人でもポルト

ガル語の方にはやっぱり無理です。私たちが同じ漢字なんだ

から中国語で受けてみなと言われてもそれは無理ですよね。

それと同じようなことなんですよね。やっぱりポルトガル語

じゃないとダメ。 

 

ということでまたどんどん訴える機会を作っていこうと今

度は先ほどの子の妹です。お兄ちゃんも頑張ったから「私も

お母さんのために頑張る」と言ってイベントでスピーチをし

ました。そのあとに署名活動もしました。 

イベント会場の一番風上に店を出してボリビア料理の肉料

理を焼いてもらったんですね。そうしたら美味しそうな煙が

すーっと流れて長蛇の列です。暇そうに待っている列をみて

チャンスと署名をお願いしたら皆さん本当に快く署名をして

くれました。そこに来ていたある日本の子どもなんですが急

に姿が見えなくなったのでどこに行ったのかな？と思ってい

たら頼みもしないのにチラシを持って「お願いします。お願

いします。」と会場を歩いてくれたんですよ。小学校２年生の

子どもなんですがそれがとても嬉しかったです。 

 

この写真はまた別の機会に署名運動をしたものです。そう

いうことをしていましたら、議員さんが民主党政権になり、

文科省の副大臣になられまして、その方が免許の問題につい

て各省庁を横断する会議を作るから子どもの問題も絶対にす

るからと約束してくださいました。 

 

その約束通りに話題にして下さって、“外国語の学科試験を

推進する”という一文を入れていただきました。  

その一文の効果は絶大で警察庁が英語、ポルトガル語、中

国語の問題を作って各都道府県に配りました。それからちょ

っと間は空いたんですが全国で第３番目に三重県も実施する

ということが決まりました。ちょうど授業をしていた時でポ

ケットの中に携帯を入れているんですが、ブルブルと何回も

震えるのでこれは何かあるなと思って、その後電話をかけた

ら申請のあったポルトガル語の試験をさせていただくことに

なりましたと言っていただいて、私は喜んで飛び跳ねて職員

室に行きました。そしてパーティーをしました。 

そのパーティーの時にプレゼンでどんな人が活躍したか紹

介したのですが、明るい賑やかな人たちなんですがこの人た

ちが活躍したんだよという紹介の時にはシーンとなって食べ

るのも忘れてそのプレゼンに見入っていたんですね。この人

たちにとってどれほど大きなことだったのかということが分

かりました。 

 

最後に生活の話をさせていただきます。 

リーマンショックのあった秋、2008年なんですが、明るい

子たちなんですが子どもたちの会話の中身がガラッと変わっ

て今まで聞いたことのないような言葉を聞くようになりまし

た。 

「おふろはね、つめたい水なの。あったかい水はないの。

こごえる。」「まえはたべものがいっぱいあった。いまはちょ

っとだけ。」これは1年生の女の子が担任の先生に語った言葉

です。ガスを切られてしまった。これはお母さんの仕事がな

くて、ガス代が払えないそれでもお風呂に入りたいというこ

とで、たまにはお風呂に入ろうということで卓上コンロで鍋

でお湯を沸かしてお風呂に運んでいるでも確か11月に近い

10月でしたので、どんどん冷めていってしまうんですね。 

次のお湯が来るまでに冷めていってしまう。だから凍える

という表現を使っています。 

「先生、デジタルテレビ7万円で買わへん？」これは6年

生の男の子が隣のクラスの担任の先生に言った言葉です。こ

の言葉を聞いて「どういう意味で言ったの？聞いていい？」

と言ったら、「父さんがこのままでは日本で生活できなくなる。

いつか帰らないといけないだろう」といったので「その時に

だれがテレビを買ってくれるのか約束している先生を作って

おけば父さんが助かるかと思ってさ」と「父さんがそう言っ

たの？」「ううん。僕が思ってさ」と言っていました。 

その他にも「お父さんが『ブラジルへ帰るお金ない。』って

言った。」 

「『弟がほしい。』と言ったら『今はお金がないからだめ。』

って言われた。」これは2年生の子です。 

 

日本語を学習するときに子どもが教室にやってくるんです

けれど、最初の方は自由なお喋りの時間にするんです。その

時に楽しいながらも一所懸命自分の使える日本語でお話をし
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てくれるんです。この子は今までは楽しいお話ばかりしてい

たんですけれど、ある日突然こんなことを言いました。子ど

もたちからも保護者がクビになったクビになったという話し

がどんどん聞こえてきます。大変な状況になっていました。 

 

なので子どもたちが集まった時にとにかく声を上げよう、

大変なことが起こったら自分だけで抱え込まない。先生たち

にできることが限られていることは分かっているけれどでき

ることはするから、たとえ何もできなくてもみんなで共有す

ればちょっとは楽になるかららとにかく声を出そうというこ

とをみんなに言いました。 

 

そうしたら早速Ｂ君という子が私のところに来て、「先生、

お願いだからＡ君の家助けたってくれへん。」と言うのです。 

どういうことかと聞いたらＡ君というのは私の知らない中

学生なんですけれど、お父さんがクビになった、お母さんが

入院した。すごくお金がかかってもうお金がない。お母さん

がブラジルのお菓子を作ってそれを売るでも売れないみんな

同じことを考えますから、同じものばかりなんです。売れる

はずないですよね。それを聞いて私たちが会議に行くときに

100人集まる会議なら100個注文して差し入れといって持っ

て行ったり、校長もそれを聞いたら校長会に行くときにケー

キを注文したりですとかそんなことで支援するようになりま

した。 

 

そんなＡ君の家を心配していたＢ君がある日こんなことを

言いました。「先生、母さん、どういうふうにクビになったか

知っとる？会社に行って、着替えようと思ってロッカー開け

たら、クビやって紙が入っとったって。そんなんないよなあ。

母さんは怒りもせんだけど、おれは腹が立つ。」と言いました。

彼の家も職を失いました。 

 

それからあるおばあさんが学校に相談にみえました。ここ

は孫娘をお祖父さんお祖母さんが育てている家庭です。「この

子を守るためには、私は盗みでも何でもします。そんなこと

が悪いことぐらいわかっているし、そうすれば私がどういう

社会的制裁を受けるかもわかっています。でもそれしか方法

がないんです。仕事して働きたいんです。今はそれができま

せん。この歳になると仕事をまわしてもらえないんです。屈

辱ばかりです。」と涙をボロボロ流して言われるんですね。 

そのおばあさんはごめんなさいごめんなさいと謝るんです。

「私は冷静に話をしようと思うの、でも勝手に涙が流れてし

まうごめんなさいごめんなさい」と最後まで謝り通しでした。 

 

いろんな人にこの現状を発信しようということで客観的な

材料がいるということで調査をしました。そうしたら家族の

中で解雇された人がいる外国につながる子どもの家庭は

52％、それから生活保護の基準以下という家庭を知りたくて

でも生活保護という言葉は分からないので食べ物や生活用品

を買うのにも困っているという設問で問いました。 

そうしたら23％、1/4の家庭がそうだということが分かり

ました。初めは雇用対策事業を見つけてはポルトガル語に訳

していたんですが、日本語が話せない、日本語が書けない、

外国人はいらないと言われ、私たちが訳して配ったものから

就職できた人は一人もいませんでした。 

 

これはもう生活保護しかないということでポルトガル語の

生活保護の案内を配ろうとしましたが、三重県で探したらあ

りませんでした。外国人の多い豊田市にはあるだろうと思い

ましたがありませんでした。岐阜県もありませんでした。い

っぱい探しましたがありません。やっと一つ見つかったのが

埼玉県の志木市だけでこれを配りました。しかし結果的に生

活保護を利用できたのはほんの数人だけでした。こんなの待

っていられない、私たちでやるしかないと思いました。 

 

私はこの人たちが働いた税金で食べている。学校と言う組

織の中でどれだけ調査をしても声を上げても何も好転しない。

だったら自分たちでやるしかないよということで、先生たち

に「お米持って来て」「家に余っている洗剤持って来て」「何

でもいくつでも持って来て」と声をかけました。 

そうしてエスペランサを設立してそういうものを配る活動

を始めました。それから履歴書を書かないと就職ができない、

でも日本語で書いたことのない人たちですので履歴書の書き

方講習だとか情報提供などを行いました。今は仕事がある人

がほとんどです。でも「もうありがどう大丈夫」と言って去

っていった人も多いです。そして今も支援を続けている人も

います。ほとんどがひとり親家庭、特に母子家庭。 

それから健康を害してしまった人、例えば膝の怪我なので

長時間の立ち仕事がきつい人、そのような人たちです。 

 

この写真はお米を寄付に来て分けている様子です。これは

ボランティアでお米を分ける作業に来てくれている子どもた

ちです。このじゃがいもは地域の方からいただきました。こ

の玉ねぎは隣の学校の子どもたちが総合学習で作ったものを

いただきました。国児学園の子どもたちが作った野菜がいっ

ぱい届きました。こちらは社協関係の方が寄付して下さった

ラーメンです。先ほど言いましたように職のない人はほとん

どいなくなりました。 

でも、この資料でも正規雇用というものはこの青いライン

ですので、今の世の中というのは椅子取りゲームで安定した

椅子と2本の足しかない不安定な椅子と椅子取りゲームなん

です。誰かが安定した椅子を取ってしまったらちょっとバラ

ンスを崩したらバタンと倒れるそんな椅子しか残っていない

んです。そんな世の中だなとすごく感じています。もう生活
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保護しかないというくらいだと難しいですが、ちょっとだけ

支援してくれれば頑張れるよというものであれば、お米だと

か食べ物を持って行きます。 

 

生活支援，エスペランサで検索してもらったらホームペー

ジが出てきます。連絡先、メールアドレスもありますので情

報をいただきたいと思います。 

私たちは今、モノを配っているんですけれど、もの凄い元

気をもらっています。 

あるお父さんは松阪まで仕事を探しに行って日焼けで真っ

赤になって帰ってきました。これは自転車で松阪まで仕事を

探しに行って、松阪で外国人はいらないと言われてまた帰っ

てきて。往復40キロくらいですよね。真っ赤になって、でも

ニコッと笑って「明日また別のところに行くさ」と言ってい

ます。それからこの子はお父さんが早くに家を出るために下

の子まだ赤ちゃんですね。この子を面倒見ながら通学団長の

仕事をしている。だからこの通学団の写真の先頭は赤ちゃん

なんですね。こんな子どももいました。それから仕事で怪我

をしてしまって私が心配していると、ニコッと笑って「仕方

ないね。がんばりましょう」と言うペルー人のお母さんもい

ました。 

 

その話を不況からやっと出てきた日本人のお母さんに言っ

たら「すごいよね。そのたくましさを学ばなきゃね」と。こ

の方は原発のために逃げてきた方でやっとお父さんも三重に

来れてようやく落ち着いた方なんですが、その方が「私元気

もらえたよ」と言って下さいました。 

東日本大震災の時も生活が厳しい外国の人たちがいっぱい

ものを持ってきたと聞きました。そんな姿、支援を受けてい

る方は、支援をしている方からパスタをたくさんもらったか

ら一つどうぞと持ってくるんです。そしてあそこの家、ミル

クが買えないよという情報が入ったので、持って行かなきゃ

と思ったらもう持って行ったと。「誰が？」「私が」この私と

言うのは私たちが支援している人なんです。昔は日本でも困

った時はお互いさまと言う言葉がありました。 

 

今はだいぶ死語に近づいていますがそういうことを実践し

ている南米の人に学ばなきゃとすごく感じます。 

でも残念なことに、ブラジル人が「ブラジル人はブラジル

にいるときは自殺なんて考えもしなかった。でも、日本へ来

て自殺と言うことを覚えた」と。あるお母さんに言われた言

葉です。もう酷い言葉でこの言葉ももう二度と言わせてはい

けないと強く感じています。 

エスペランサは本当に小さな小さなものなんです。でも、

繋がりを一つずつ一つずつ繋げていけたらなと思っています。

ありがとうございました。 

 

＜山口＞ 

青木さんありがとうございました。声なき声へのアプロー

チまさにそのものの報告をいただきました。子どもたちの声

を丁寧に拾っていって青木さん。もしエスペランサに寄付を

したいとか何かしたいと思ったら方法はありますか？ 

 

＜青木＞ 

先ほどの電話番号、あるいはネットで見ていただいて連絡

していただければとありがたいと思います。 

 

＜山口＞ 

青木さんが学校現場で感じた、気付いたことをみんなの課

題にして取り組まれた。この取り組みにこれからも応援者が

集まりますことを期待して大きな拍手で送りたいと思います。

どうもありがとうございました。 

続いての報告は松岡典子さんの報告です。ＭＣサポートセ

ンターみっくみえ代表の松岡さんよろしくお願いします。 

 

 

＜松岡＞ 

皆さんこんにちは。松岡と申します。桑名から参りました。

私職業は助産師、産婆さんなんですね。産婆さん取りあげ婆

とかお婆さんという字が付くんです。まあそれに近い年にな

ってきましたが、資格を取ったのは22歳くらいですね。長年

出産の現場におりまして取り上げた子ども赤ちゃんは630人

くらいいるんですよね。 

 

そんな中、私が桑名という地域で14年間子育て支援、お母

さんを支える活動をしてまいりました。子育て現場でどうい

うことが起こっていてどういう声が埋もれてしまうのか、そ

して声が出せない対象は母親だけではなくて実は赤ちゃんだ

ったりするわけですよね。子育て不安の実態。 

私が一番申し上げたいのは資料の一番左側にある「生後4

か月検診で子育てを不安と感じている母親」が半数いるんで

す。生後3か月で首が据わるもうちょっと落ち着くというこ

とに子育ての不安を感じているお母さんたちが半数もいる。 

そもそも「赤ちゃん」というものをさわったことも抱っこ

したこともないという親。地域で出産とか子育てを見聞きす

る機会がほとんどないこういう社会的背景にあると思います。 

家族を取り巻く社会状況がいくつかあり、核家族化や女性

の社会進出、共働き家庭の増加などです。  

インターネット・スマホの普及と子育てがどういうふうに

影響しているか。お母さんたちが声を表に出さないネット社

会で生きようとしているという背景もあります。 

子育てというのは非常に多様化してきています。親も多様

化しています。それはそもそも社会のありようが子育てに反

映しています。 
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てきます。や
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ている。たく

ことが分から
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オン四日市北
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私たちの団

14年前では非
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皆さんに一
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赤ちゃんが生
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小児科医・歯科
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うとは考えなか

ぜかと言うとお
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虐待の加害者、
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間、大変な子育
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してき

やって

かかっ

ないか

てどん

 

背景も

情報が
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混乱し

という

いうこ
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そもそも地域や家族の愛情をお母さんに与えるということ

は子育てのスタートなんだということを改めて皆さんと共有

したいなと思います。ただお母さんは愛情がない場合も初め

の頃は相当頑張ります。自分に愛情がないあるいはたくさん

の問題を抱えていたとしても自分が虐待を受けていたとして

も、最初はこの子を絶対私が育てきるんだと必ず言います。 

ただし、それは長続きしないという状況も背景にあります。

連鎖という言葉を使ったりしますけれど、その母親にどうい

う形でか地域や他のところから愛情を与えていくということ

が重要です。 

 

我々が親支援、母親支援をする理由というのは子どもの育

つ環境そのものが特に母親の養育行動に影響を与えてしまう。 

だからお母さんを支援するんですということ。子育てにつ

いて親、特に母親がＳＯＳを出すことがなかなかできない。

困ったらお祖母ちゃんなり友達なりに質問したり相談したり

することがためらわられているんだという現状があります。

なぜでしょうか?それについては子育てができないという評

価が自分の評価になってしまうからです。 

自分の能力が足らないからというふうに皆まわりが評価す

るんではないかということが怖くて、ＳＯＳを出せない。で

きないことは母親の出来が悪いと思われるという恐怖心があ

るからハードルが高くなりＳＯＳが出せなくなる。 

 

子育てって初めてなんだからできなくて当たり前なんだよ

ということは誰からも発信されてないですよね。 

なのでＳＯＳすら出せない親というのは非常に多いと思い

ます。これは連鎖と世代間伝達とも書きましたが、実は女性

の性の問題はいろんなことがありましてできちゃった婚、10

代後半から20代前半で結婚するきっかけは何かというとで

きちゃった婚というのが８割を超えています。 

 

年齢が若い方が結婚をする理由は８割を超えてできちゃっ

た婚であるという状況で、経済的不安定からくるＤＶがあっ

たりして生まれた子ども自身が居場所探しをし、その子ども

もいくつかの課題を抱え、性的な関係が健全に保てないとい

う段階の中で無防備な性的な関係があって望まない妊娠があ

ってまたできちゃった結婚とまわっているというサイクルが

あります。 

 

子ども虐待の実態についていえば虐待の背景は孤立化と言

われるんです。その孤立というのは社会での孤立ともう一つ

は家庭内での孤立というのがあります。 

夫との関係性、私たち相談100件くらい取っています。と

にかく自分で抱えています。夫にすら相談できない。あるい

は夫に相談する時間がない、夫が聞いてくれないというのも

ある。そもそも家庭内で最近はイクメンといって男性も子育

てに協力していると言いますが、家庭内での孤立、あるいは

嫁姑関係であるとかで孤立してしまっているということです。 

 

虐待件数も7万件を超え、この1件1件に当たり前ですが

子どもがいます。被害にあっている子どもがこれだけの数い

るんだということを考えないと数字でしか見なくなってしま

います。平成25年度に急に件数が増えたのはＤＶを目撃して

いる子どもたちは被虐待児であるということからその数が加

えられたことと、虐待を一人が受けているとしたらその兄弟

もカウントするようになって昨年度から件数が増えました。 

それから虐待をされて亡くなる子どもの人数と年齢という

ものをみてまいりますとピンクの部分が全部0歳児なんです。

なのでどの年齢も0歳児が半数くらいを占めているというと

ころです。 

 

そしてまさに0日目出産してオギャーという声すら出せな

い赤ちゃんそれで命を絶ってしまう赤ちゃんたちのために私

たちはきちんと望まない妊娠の問題、胎児の人権の問題をし

っかり考えていく必要があるかなと思います。 

そして虐待も心理的虐待は大変子どもたちにダメージを与

えるというふうに言われています。無視するこれが一番心理

的ダメージが大きいのではないかと言われています。「お前な

んて生まれてこなければよかった」ということでさえ声を発

しかけてもらえる方がまだいいんですね。完全に子どもが存

在していると扱っているということですから。兄弟間でも3

人兄弟でも1人分だけおやつのケーキを買って来ないという

ことも心理的な虐待になります。 

 

私たちが一番気になっているのは表の一番下で過度に子ど

もの発達で早くできることを押し付ける。早くトイレトレー

ニングをし、早くおむつを外す1歳くらいからやっているお

母さんもいます。子どもは時間をかけていろいろ発達してい

るのにこういう時代だからか早くできることがいいことでゆ

っくりしていることは悪いことになっているんですね。 

そういうことも実は子どもにとっては心理的な発達が歪め

られたというような影響を及ぼすんだということになります。 

 

スマートフォンでの子育てこれを話し出すと長いんですが、

あやすこともそう、ガラガラのアプリがあるのをご存知です

か？子どもがなくとお母さんはさっさとアプリを出してあや

すんです。絵本もそうです。子どもに小さいタブレットを持

たせてペロッペロッと1歳半くらいでタブレットで絵本を見

るんです。面白いので夢中になりますよね。 

 

子育て支援センターの先生のところにそんな赤ちゃんが行

って絵本を一緒に読もうねと言うんですが、タブレットの要

領で人差し指で絵本をめくるんです。当然うまくめくれない
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ですよね。タブレットだと人差し指でめくれるんだけど実際

の絵本はそうはいかなくてギャーッとパニックになって泣く

んです。先生は本当に深刻だとおっしゃっていました。小児

科医もタブレットやスマートフォンをさせないでと強調して

いう時代になりました。スマートフォンをお母さんが見てい

る時間帯、子育ての半分以上はずーっとスマートフォンです。 

子どもと微笑みあう、脳の方も前頭前野を発達させるため

にたくさんの声掛けや目と目を見るということをほとんどさ

れていない子どもたちこれからの発達にどういう影響が及ぶ

のか非常に懸念されています。そういうもので子育てはさせ

ないでという小児科医会のポスターも作りました。 

そして家族の子から地域の子どもへということで子育ての

社会化をいうこと考えていきたいと私たちは考えています。 

 

子育てをその家族の問題ではなくて地域、社会の子どもで

あるというように少し地域を広げて接触させましょうという

ようなことをやっている。 

親へのメッセージとしては相談してもいいよ。そしてでき

なくて当たり前、完ぺきな親はいないんだということをメッ

セージとして伝えていく。 

地域はそれぞれがパズルの１ピースとして必ずそれぞれの

役割があります。なので、それぞれがそもそも一つのピース

なんだということで一つ一つが役割をきちんとやることによ

って全体にパズルというものが完成するわけで一つのところ

が髪を振り乱して頑張ればいいというわけではなく、地域社

会あるいは市民も一つ一つ役割があるというふうに理解をし

ていただくといいかなというふうに思いました。ご清聴あり

がとうございました。 

 

＜山口＞ 

松岡さんありがとうございました。松岡さんの活動は桑名

市に限るわけではなく“みっくみえ”ということは三重県中

から相談ができるということですね。 

松岡さんたちの活動を支えている財源とか行政の支援とか

いろいろ教えて下さい。 

 

＜松岡＞ 

電話相談は昔からボランティアでやっております。 

私は助産師でもあるので母乳保育の相談というものをやら

していただいてそういうもののチップを活動に充てるとか、

ちょっと時間がギリギリで申しあげなかったんですが県とか

市からのさまざまな委託事業がありまして、出張子育て相談

を桑名市の子育て支援センターなど２箇所でやらせていただ

いたりとか望まない妊娠についての電話相談も三重県と一緒

にやらせていただくという中で相談員への時給ということで

賄っているという部分もありますのでまた皆さんできる範囲

でご協力いただければと思います。 

＜山口＞ 

皆さんこれからお金の使い方に困ったらこれからの子ども

たち赤ちゃんの支援をこういう形でやっている団体があるの

で知ってもらっておいて、講演の機会があればぜひ松岡さん

にお願いして、こういう話しは皆さんもっと知らないといけ

ない。 

先ほどの青木さんの話もそうですがみんなに伝える役割が

私たちにはあるようなそんな思いで聞いていました。 

では、最後に村田さん準備をお願いします。三重ローカル

アクトよりそいホットラインの村田さんからの報告です。よ

りそいホットラインは民主党政権の頃から始まった全国の電

話相談です。電話相談でいろんなところからの相談が入るわ

けですけれど村田さんのところにはどんな相談があるのか声

なき声をお聞きください。 

 

 

＜村田＞ 

今、山口さんから紹介していただきましたが、あんなに上

手によりそいホットラインのことを紹介できないのですごく

助かりました。よりそいホットラインというのはそもそもど

ういうものかということからお話しさせていただきたいと思

います。 

365日24時間フリーダイヤルで全国のどこからでもかかる

という電話相談でかなり繋がりにくいという課題もあるんで

すが、まず電話相談に電話をかけていただくとガイダンスが

流れます。ガイダンスでその人の困っている番号を選んでい

ただくということから始まります。 

 

1番が一般の相談として何でも気持ちや生活に困っている

などの問題の相談、2番が外国人専門の相談になります。今

現在8か国語対応しています。時間はその場その場でこの言

語はこの曜日のこの時間にかけてくださいということになり

ます。3番が女性に関する DV 等の相談です。これは女性に対

する相談ですので、女性の相談員が対応しています。4番が

セクシャルマイノリティの問題ということでここがよりそい

ホットラインの大きな特色なのかなと私個人的には思います。

性的違和だったりどちらか分からないという問題これは誰に

も話せないし、逆に簡単に聞いてほしくないという問題なの

かなと相談を受けながら感じています。5番が今すぐ死にた

いという自殺の相談。そのような相談を受けながら図のよう

にまず相談員が対応しながら関係性を築き成長しながら一緒

に対等な関係でその方の困りごとを一緒に考えるという相談

になっています。 

 

ただ、緊急性やどこにもつながっていないという方に対し

ては近くの地域の相談窓口であったりもっと緊急性がある場

合は同行支援や面接支援というもの行っています。 



 

そういった

話の総合相談

行われて平成

だきました。

去年のデー

の電話が鳴っ

しいんですけ

ニーズはた

というのは少

相談の主訴

いです。これ

間関係の悩み

 

次にもう少

倒的多数の方

いるというこ

先ほどの登

か孤独とか一

いう問題が現

すが数字的に

年代ここが凄

代の方がすご

て電話相談以

日本が抱えて

る時間にしか

くんだろうと

としてわかっ

さないといけ

と思います。

社会的居場所

てもそれ以外

て通院してい

のが楽しみだ

できないもし

それと7割

たことが生活困

談として平成2

成24年3月11

 

ータなんですけ

っている状態で

けれど3％を切

たくさんあるん

少ないという問

訴の大分類にな

れはほとんどの

みだとかざっと

少し細分化した

方が人間関係が

ことが明らかに

登壇者の方も常

一人で抱えてし

現実として浮き

には女性が少し

凄く個人的には

ごく多いという

以外にどこに相

ている大きな問

か相談窓口は空

というのがより

ってきました。

けないというこ

年代層の問題

所がない社会的

外に行く所がな

いるだとか、一

だったり孤立と

しくはやれない

割近くがよりそ

困窮者自立支援

23年の10月か

日に全国的に

けれど総コール数

です。ただ接続

切っているという

んだけれど実際

問題があります。

なるんですが、

の方がまず訴え

と資料を見て参考

た主訴の統計を

が要因となる問題

になりました。 

常々おっしゃっ

しまう、また誰

き彫りになって

し多いかなと。

は大きな要因だ

うのが現状で、

相談に行くんだ

問題だろうと思

空いていません

りそいホットライ

なので、相談形

ことも考えてい

題もあるんです

的居場所という

ないんだとか完全

一人でゲームを

とか社会的なコ

い問題があるの

 

そいホットライ

法の先駆けとし

ら試験的に被災

スタートさせて

数が1400万コ

率というのを見

うのが現状です

に相談に繋がる

。 

心とか体の悩み

ています。その

考にしてくださ

取ってみたとこ

題を大部分が占

ているように孤

にも相談できな

きました。男女

電話がかかって

なと思って30

じゃあこの人た

ろうと。ここが

うんです。働い

ので、いつ相談

インで何となく

形態そのものを

く必要があるの

が、6割近くの

のは仕事に行っ

全に疾患を抱え

したりテレビを

ミュニケーショ

かなと思います

ンに入ってくる
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して電

災地で

ていた

 

ール

見てほ

す。 

る件数

みが多

の他人

さい。 

ころ圧

占めて

孤立と

ないと

女比で

てくる

代40

たちっ

が今の

いてい

談に行

く現実

を見直

のかな

の方が

ってい

えてい

を見る

ョンが

す。 

る方と

して

えま

した

ない

本人

み

が多

てい

も

対す

ジ

あ

思

中で

方た

い

一応

次

と少

れを

い多

構成

らい

な数

すが

がな

い

健所

先

んで

った

たの

の件

次

そい

員み

ろん

ッ

振

談機

が私

てお

て見ていただき

ます。この多く

たり逆にいろん

いということを

人も僕はまだ何

るというんです

多くて50代の

いるのに受から

う死ぬしかない

する声、相談は

もあります。

あとはよりそい

うんですが4人

で障がいや疾患

たくさんいます

る手帳受給の有

応概念に入って

次に三重県の現

少し違って滋賀

をいれたもので

これをみると三

多いという状況

成比なので三重

い電話がかかっ

数字で常に上位

もう少し大げさ

が残念ながらそ

ないのでわかっ

うのもあるだろ

所からの紹介が

先ほどの数字を

ですが、10月が

たからというイ

ので増えている

件数に顕著に表

次によりそいホ

いホットライン

みんなと考える

んなパターンが

と言ってしまっ

られるケース。

機関にあそこに

私じゃないから

おいてまた今度

きたいのですが

くの人が何回も

んなところに相

を切実に訴えて

何とかなると自

すが40代になる

男性になるとも

らないし、日雇

いと50代の仕事

は切実です。死

いホットライン

人に1人が生活

患を抱えながら

す。3人に2人が

有無にかかわら

てきます。 

現状ですが、こ

賀県を入れない

です。 

三重県は大体滋

況で折れ線グラ

重県が180万の

っている状態と

位を占めていま

さに言うと被災

そこを抜いた月

ってないのです

ろうし、なかな

が少なくありま

を細分化して月

がポンッと上が

イメージで3月

る。やっぱり広

表れるのかなと

ホットラインを

ンに電話してく

る機会をたくさ

があって想いと

って行政窓口で

もしくは伝わ

に行ったらいい

らというパター

度ね、ゆっくり

が、仕事がない

も転職を繰り返

相談に行ったけれ

ていて30代はま

分の力を訴えま

るともうダメか

もうダメだと、

雇いでも賃金をだ

事がないもしく

死と直結している

ンが無料というこ

活保護を受給して

ら一生懸命暮され

が何かしらの障

らず社会的な障が

これはお配りした

いといけないと思

滋賀県の電話の本

ラフの方は人口当

の人口だった場合

なります。これ

ます。 

災地の岩手県がか

もあります。原

すが広報がうま

なか言いにくいで

ません。 

毎にまとめさせ

がっているのは

は大きなシンポ

広報を行うとかか

思います。 

をやっていて何で

るんだろうとい

さん持っています

大変さが大きい

で私のところでは

わらないケースそ

いよと言われてい

ーンもあるし、あ

聞くねと言いな

ということを訴

して嫌な思いを

れどうまくいか

まだつながるし

ます。頑張って

かもという相談

100件も応募し

だまされるとか

は生活困窮に

るようなイメー

こともあるかと

ている方でその

れているという

障がいを抱えて

がいというのも

た資料のデータ

思ったので、そ

本数の5倍くら

当たりの電話の

合、400万件く

れは全国的に変

かなり高いので

原因は調べよう

くいっていると

ですが行政や保

せていただいた

9月に広報をや

ポジウムをやっ

かってくる電話

でこの人はより

いうことを相談

す。その中でい

いがゆえにワー

はありませんと

それもあるし相

いるのに受け側

あとは一回受け

ながらフェード

 

訴

を
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アウトしていって消えていく。自己肯定感の高い方は悩んで

いる、待っていると文句が言えるんですが、肯定感の低い方

はこないなこないなとじーっと待っているんですよね。そう

言って待っている方は何年でも待つということもホットライ

ンの中から明らかになりました。 

それと長期抱え込み。これは相談員へ厳しい言い方ですが、

相談員の問題だと思います。支援者側の問題だと思います。 

お願いしますと言ってできないから、一緒に考えてと言え

ないから抱え込んでしまうわけですから。相談開始からどう

いった形で回復していくのかというのも実際によりそいの相

談を入り口にして伴走型とよく言いますがいろんな問題を一

緒に窓口に行くことが必要なんですがこの窓口は僕と一緒に

行ってこの窓口は一人で行ってどうだった？と聞き戻しをし

ながら本人が行く力を奪わないということを大事に考えてい

ます。そうすると自信にもつながるし、今度はやってみると

いうような高い目標設定にもつながるんじゃないかなと。 

 

もう一つ関わり失敗の例としては、失敗の連続で行政否定

だったり相談窓口に行っても無理、僕の言葉を聞いてくれな

いという方がかなりいます。そういう方は2次被害で精神疾

患を抱えたり自殺未遂に陥ってしまったり、ひきこもってし

まったりという状況になってしまっています。 

 

実際にあった事例で40代の男性。介護職のベテランでいろ

んな資格も持っている方だったんですが、事業所側からのス

トレスでパワーハラスメントでもう辞めたいと退職しました。

退職してから3か月間雇用保険も貰えないその間、食い繋げ

ないといけないというケースで1か月目で家電とかをみんな

売ってしまって、2か月目に首を吊って海にも飛び込もうと

何度も波止場に行ったと言っていました。そのあとホットラ

インに電話がかかってきて泣きながら何日も食べてないし所

持金も20円くらいと仰ってました。 

 

その場で僕がよりそいホットラインという一面も持ちなが

ら三重ローカルアクトという支援団体にお願いして、その人

のところに駆けつけて食糧支援をして食べてもらって少し落

ち着いてもらってから生活保護の申請同行と社協の貸付同行

をして少し休もうよという話しをしました。 

そうしたらやはり体に不調を訴えるので心身面のケアだっ

たり胃カメラ飲んだら胃にも穴が開いていたので少し休むこ

とを主体に考えて半年くらいゆっくり静養してもらいました。

その中で今度は見守り支援という形で2週間に1回くらいど

う？という電話を入れながら一緒に目標設定をしながら一時

的に保護申請が通ったので保護を受けて今度はどうしようと

いうという話しをしました。フォークリフトの免許も持って

いらしたのでフォークリフトの会社に行くともう介護の仕事

は嫌だと仰いましたので就労に結びつきました。通常ですと

ここで支援は止まってしまうんですがこの後が大事だなと個

人的に思っています。 

就労して定着するまでは電話をしようと約束して1か月お

きに電話をしてその後は何かあったらNPOに電話をしてきて

ねということでかかわりは終結しています。今は半年に1回

くらい電話があるんですがいい話を聞かせてくれています。 

よりそい的な相談電話ということで一緒に考えるというこ

とと対等性を持った関係で上下関係とか指導的とかそういっ

た問題ではなくて相談者が全部教えてくれるのではないかと

いうふうになんとなく分かってきました。伴走型のイメージ

としてどういうのが良いのかと思って自立支援法を含めて少

しアレンジしてみたんですけれど一番外側がゴールもしくは

インフォーマルなところとしたら真ん中が伴走者になる支援

者、支援機関でどこが真ん中に入ってもいい仕組み作りが三

重県でもできたらいいのかなというイメージです。 

 

ただそれをやるにはもう一つ大事だと思うのが支援者を支

える新形態というものが一番大事なのかなと。「できません」

と言える支援者ってなかなかいないと思うんですね。はなか

らできませんとは簡単に言えてしまうんですが、抱えたまま

やっぱりできないとは言いにくいのでいろんな連携体制とか

が必要なんじゃないかと今現場の相談員さんと話しながら感

じているところです。こういったものを取り入れながら困窮

者自立支援法のお手伝いができればなと感じています。相談

員としてかかわって感じてきたこととして一番大事なのは見

えない障がい。発達障がいだとか軽度知的の子たちってその

子の独特なものがあるんですよね。 

それを社会的な言語でやり取りしても通じないということ

がよくわかってきて相手の言語でどういう意味で言っている

のだろう？と聞くと規則性とか純粋さから分かりやすさとい

うのが分かってきました。なのでその辺は僕たちが色んな意

味で相談者を見て偏見しちゃっている部分もあったのかなと

今すごく反省をしています。後はアセスメントをしながら電

話って限界がありますのでアセスメントをしながら常に相談

を組み立てていきながらこぼれてくるものを拾うというイメ

ージで相談員は頑張っています。関わってきて感じた一番大

きいことはこの世の中終わっているんじゃないのかというの

が正直な実感です。明日は我が身だということも毎日感じま

す。ご飯が食べれてよかったなとすごく感謝するようになり

ました。 

 

入口機能である相談窓口。先ほどもお伝えしましたが課題

があるんじゃないのか？ということで例えば今前後にいる人

に悩みを相談して、と言ってもたぶん無理だろうと思うんで

すよ。対面性のデメリットも何かあるんではないかな？とそ

こで匿名性のメリットを有効に生かして関係性を作って匿名

を外すところまでが匿名性のメリットで、そこから対面性に
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変えたら何となくうまくつながるんじゃないかなとそれが今

感じている一つの大きな課題かなと思います。 

 

あとは９時５時問題ではないけれど、相談者のニーズに合

わせた時間帯であったり相談形態だったりを作っていただく

といいのかなと、圧倒的に足らないのは何でも相談となると

相当いろんな知識を要すること要求されますので人材育成が

圧倒的に足りません。ただよりそいホットラインをやってい

る僕らからいうと素人っぽい集団で専門職半分くらいだった

んですが人材育成で１年やればそこそこの支援員になるんで

はないかなということが分かってきました。あとはモヤッタ

ーといってこれもネットで開いていただいたらいいんですけ

れど、こういう相談ツールも社会的包括サポートセンターは

作っています。 

 

最後にローカルアクトができたそもそもなんですが僕は個

人的にひきこもりの家庭訪問員をしていまして、東日本の大

震災が起きて半年後に東紀州の大水害が起きたその時に三重

県中が東日本に目が向いていて自分のところの県に何もでき

ずにいたので、ひきこもりとかニートの子たちを連れて泥か

きに行ってその子たちが泥かきしてありがとうと言われるの

に何か心地よかったのかしょっちゅう行くようになって。じ

ゃあこれを何か形にしようとＴシャツを作って基金活動とし

てお祭りとかマラソン大会とかで売ったんですね。 

 

そういう出口支援をしたところ10人近く進路が決まって

今は全員が働いているという現状もありました。そんなこと

からいろんなきっかけで人は社会に溶け込んでいくんではな

いかなと感じています。そんな感じで三重ローカルアクト実

体はあるんですけれど、基本何もしていないというのが現状

です。今後ともよりそいホットラインを通じていろんな地域

の問題というものを一緒に考える場を作っていけたらなと考

えています。ご清聴ありがとうございました。 

 

＜山口＞ 

村田さんありがとうございました。まず私から質問、最初

のところで電話がつながる率が3%と聞こえたんですがそれ

はどういう？ 

 

＜村田＞ 

3%というのはガイダンスは常に流れて何番を選んでくださ

いまでは流れるんですが、そのあと相談員につながるのが

3％です。 

 

＜山口＞ 

それはじゃあ例えばガイダンスが流れてセクシャルマイノ

リティを選びました。 

＜村田＞ 

それでただ今電話が混み合っています。またお掛け直し下さ

いが97％。 

 

＜山口＞ 

実際困って、そこまでたどり着いてさあ村田さんか誰かが

出てくれるかと思ったら97%の人は電話が混み合ってますか

ら後でという状況だと？ 

 

＜村田＞ 

そうです。 

 

＜山口＞ 

それはあまりにも困っている人が多すぎるということなの

か？電話を掛ける人が多すぎるのか？ 

 

＜村田＞ 

その問題もあるし、電話を居場所にしている人も実際はい

ますので、そこは僕たち相談員も課題にしています。 

 

＜山口＞ 

もう一つは、滋賀も京都もこの取り組みをしていて私も仲

間がこの取り組みをしているんですけれど、報告会をしても

らったときにこういうふうな貴重な資料をなかなか出せない

というふうに彼は言ったんですが、今日のこの資料はすごく

貴重な資料だと思いますがオープンにして大丈夫な資料なん

ですか？ 

＜村田＞ 

これは、僕が独自に作成した部分がほとんどなので、出せ

る数字だけは出させてもらっています。 

 

＜山口＞ 

今日、来られている皆さんは村田さんの報告を聞いて当た

り前に資料をもらわれたかもしれませんがもの凄く貴重な資

料です。 

これから生活困窮者自立支援法を考えていく上でもの凄く

貴重な報告だったと私は感じているんですが、もう一つ質問、

今全国の自治体でもちろん三重県も生活困窮者自立支援法の

準備をしているところだと思いますが、各自治体から村田さ

んに報告とか研修に来てとかどれくらい声がかかったか教え

て下さい。 

 

＜村田＞ 

県社協ぐらい(笑)あとは津市ですね。ただこれは僕の個人

的な責任で申し訳ないんですけれど、組織的に今まですごく

よりそいの組織が忙しくて三重県で活動できなかったんです。

なので10月以降は三重県で動かしてほしいと切実に言って



 

います。なの

 

 

＜山口＞ 

ありがとう

ホットライン

そして全国的

すので拍手で

いました。 

ではみなさ

ましたので後

そこで皆さん

付箋紙が配ら

いか簡潔に書

例えば村田

でもいいです

の付箋紙を前

ってください

 

 

＊＊＊＊＊

 

 

<山口> 

では、後半

願いします。

前半の報告

大きなホール

けないくらい

なプログラム

の声なき声を

年もずっとし

も得をしても

 

今パネラー

えてもらって

ろはあると思

ィネーター役

ので一緒に話し

うございました

ンの電話相談か

的にもかなり珍

で終わりたいと

さん午後は4人

後半の1時間を

んに今から10分

られたと思いま

書いてもらえる

田さんにお給料

すよ。いろいろ

前の各人の机の

い。 

＊＊＊＊   午

半の部はじめて

 

告の中身が非常

ルで1000人く

いの中身だった

ムを使って頑張

を伝える努力を

している活動が

もらったんじゃ

ーの皆さんは質

ています。細か

思いますのでご

役だと思ってい

し合っていけた

た。村田さんの

から見えてくる状

珍しい報告を今

と思います。ど

人からとてもす

をぜひ有効に過

分休憩をします

ます。この付箋紙

るとありがたい

料いくら？とか

ろ突っ込んだ質

のところに置い

後の部－2  

ていきたいと思

常に濃かったの

らい入れてみん

たなと感じてい

張っていくとい

を今しているで

が聞けたわけで皆

ゃないかなと思

質問に5,6分で

かなところで全部

ご勘弁ください。

いたのですが予期

らなと思います

ほうからはより

状況をかなり克

日は頂いたと思

うもありがとう

ごい報告をいた

過ごしたいと思い

すが皆さんの手

紙に誰に何を聞

です。 

ねそういうふう

問を期待しまし

てもらって休憩

＊＊＊＊＊＊

います。よろし

で三重県でもう

んなに伝えない

ます。社協の全

う話し、それと

はなくて5年も

皆さんには今回

っているところ

どう答えようか

部答えきれない

。そして私はコ

期せぬことに私
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す。 

りそい

克明に

思いま

うござ

ただき

います。

手元に

聞きた

うなの

してこ

憩に入

＊＊  

 

しくお

う少し

いとい

全体的

と個別

も10

回とて

ろです。 

かと考

いとこ

コーデ

私のと

ころ

す。

して

いま

 

 

＜青

で

エス

の

ま

支援

人の

やは

なが

訪問

ん

それ

うに

方の

そ

たケ

く

いま

かな

じ

が外

る

とが

が

たい

次

ッキ

安堵

金か

困

ころ

そ

子

くな

て

ない

そ

の間

ろにもいっぱい

。では、１人10

て最後に私との

ます。では、青

青木＞ 

では、3つの質

スペランサの現

3つです。 

まず日本の人で

援しているのか

の支援も行って

はり大変な家庭

がる人たちの割

問をして配って

どん増えていっ

れを止めて公民

になったんです

の紹介でいらっ

それからブラジ

ケースもありま

ことがあるんで

ますのでそうい

なり頼っていま

ようにしている

外国の人に配っ

と知ってブラジ

があるというこ

りも外国人限定

いなと思います

次に現在ですが

キーを渡した時

堵されます。で

から買ってお配

困り度に応じて

ろにはお米をち

それともうひと

どもたちが今高

なってきていま

自分の生活費も

いといけない子

ういうところは

間入りました。

い質問が来たの

0分いかない程

のやり取りをも

青木さんお願い

質問に答えます。

現在の活動の様

でも困っている

か？これは先ほ

ています。しか

庭は私の周りに

割合が高いので

ていたんです。

っている時期に

民館に取に来て

す。その時に日

っしゃった方も

ジルの方が大変

ます。今は個々

ですが、やはり

いうものは減っ

ます。そのフー

る人から聞いた

っている中で近

ジルの人が日本

ことも数日前に

定の支援ではあ

す。 

が困っている家

時の表情が全然

ですがお米はな

配りするという

てここは今仕事

ちょっと多くす

とつ最近の傾向

高校生くらいに

ます。ですから

も学費も全部自

子がいます。ア

はセキュリティ

彼女が出かけ

のでこれもあとで

程度でお願いしま

もう一度させても

いします。 

。日本の人の支

様子、それと学校

る人がいるのにな

ほど言いませんで

かし数は少ないで

に居る人たちの中

でそうなりますが

しかしそれをや

に必要な人に配

てくださいと呼び

本の方もみえま

もあります。 

変だったら行く

々に品物、食べ物

リーマンの時の

っていますのでフ

ードバンクの活動

た話なんですが、

近くに日本の人で

本の人を支援して

に聞きました。そ

ありませんので大

家庭にお米を渡

然違うんです。お

なかなか入ってこ

状況です。 

事がなくてすご

するとかしていま

向ですが、かつて

になって親が50

ら高校生が全日制

分で払って独

アパートもすご

ーも甘いですか

けている間に部屋

で少し話をしま

ましたので話を

もらいたいと思

支援、それから

校の職員の意識

なぜ外国の方を

でしたが日本の

です。結果的に

中では外国につ

が、最初は家庭

やっているとど

りきれないので

びかけてするよ

ました。社協の

といいよと誘っ

物などをいただ

の大変さとは違

フードバンクに

動の私たちと同

、ブラジルの人

で大変な人がい

ているというこ

それぞれのつな

大事にしていき

した時の顔とク

お米だとすごく

こないので寄付

く大変というと

ます。 

て小学生だった

代で仕事がな

制を止めて働い

り立ちしていか

く安いところで

から不審者がこ

屋に侵入されて

 

ま

を

思

ら

識

を

の

に

つ

庭

ど

で

よ

の

っ

だ

違

に

同

人

い

こ

な

き

ク

く

付

と

た

い

か

で

こ

て
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いたらしく帰ってきたところでドアの音がバンとして不審者

らしき人が逃げて行ったと、逃げて行ったからよかったです

が彼女もその部屋を変わると決意したんですが、彼女にして

は大金の違約金が残っているわけです。 

通信制の高校に通っているんですが私立で45万円の学費

で働きたいんだけれどなかなか見つからない。彼女は17歳な

んです。18歳になればＯＫなんだけれどというところが多く

てやっと苦労して見つけたんですけれどなかなかうまくいか

なくて授業料を払えなかったらどうしようという状況ですが

何もしなかったら誰も助けてくれないけれど頑張ればいろい

ろ借りるとかいろいろ方法はあるよというと顔どんどん明る

くなってきました。 

 

そして学校現場で福祉に取り組む重要性はどれくらい認識

されているかということですが、先ほど言いました人格を尊

重しない差別的な言動だとかの問題は結構頻繁にやるんです

が、生活レベルでの認識は大変だというのは誰でもわかりま

すでも実際に支援となると…という感じです。 

 

異議を言う先生はいらっしゃいますか？ということについ

てですが、これはいません。非協力的で何もしてくれない先

生はいますが、異議を唱える方はいないです。 

 

＜山口＞ 

ありがとうございます。 

では次に松岡さんよろしくお願します。 

 

 

＜松岡＞ 

なるべく全部の質問に答えていきたいと思います。 

少子化と言われていますが相談は増えていますか？という

質問です。相談は10年前よりは減っています。当初は1400

くらいあったものが1000本弱になっていますので、これは子

育てに関してたくさんの支援や相談窓口が増えたことが背景

かなと思っています。ただ子どもが一人というお母さんの相

談が最も多く、子どもが3,4人いるあるいは2人いるという

ことよりも一人ですという方からの相談が多いというのはは

っきりしています。 

 

それから、父親はどう子育てにかかわるのがよいとお考え

ですか？というご質問。特に乳児期については子どもでなく

母親を支えていただけると一番いいです。特に声掛け、よく

やっているねとか何かできることはない頑張っているねとい

う声かけ。言葉だけで十分だとママたちは座談会をすると仰

っているんですね。何かをすることよりは声掛けしてほしい

という声が多いです。 

年齢が上がっていくと男性女性という役割よりは父親とし

て何ができるかなどを考えられればいいというのが私の考え

です。それから相談内容に地域性や年齢など特徴があれば教

えて下さいということですが、地域性はほとんどないです。

年齢で言えば弱年齢、10代後半から20代前半、それから30

代後半から40代の女性、母親からの相談が多くてこの２極化

の年齢層からの相談の傾向があるのかなと思います。となる

とこれで年齢が高いから子育てに問題が無いということはな

くて、私もキャリアを持ってきた女性が子育てをすると大変

な困難に直面することをたくさん見ていますので弱年齢と高

年齢の２極化ということになるかと思います。 

 

子育て支援センターでリフレッシュママのボランティアを

なさっている方からです。どのように接したらいいですかと

いうご質問。やはりママたちが主体になるということを意識

なさると一番いいかなと思います。関わりすぎ関与しすぎの

関係を作ってしまうといけないので、そしてもう一つはママ

の意見をいったんは受け入れていただくといいと思います。

受け入れてから具体的にどうしたら良いよというアドバイス

をなさると今のママたちは比較的受け入れます。最初から何

でその方法なの？という批判になってしまうとなかなか受け

入れてくれないかなと思います。 

 

暴力や貧困が連鎖するのはわかりました。望まない妊娠も

連鎖するのでしょうか？望まない妊娠については一つの事象、

事柄として私はとらえていますので望まない妊娠が世代間連

鎖をするかということについては確たる何かがあるわけでは

ありません。ただし傾向として若年者の女性が出産するそし

てその子どもが実はまた10代で妊娠するというケースは多

いです。分かりますか？若いお母さんの子どもがまた若くし

て子供を産んでその子どもも若くしてというこれは傾向とし

てあるのではと思っているので、そうなると若年で妊娠とい

うことでお父さんも若くてそうすると経済的になかなか十分

ではないという背景があって、そしてできちゃった婚での離

婚率というのは3年間以内で4割という情報もあるので、そ

のへんで家庭が子育てできる環境にはないというのは言える

のではないかと思います。 

 

＜山口＞ 

松岡さんありがとうございました。松岡さんの経験から現

在の子育てママ像がずいぶん私たちに伝わりました。では、

続いて村田さんお願いします。 

 

 

＜村田＞ 

相談員の人数はどれくらいですか？これは全国いろんな地

域差格差があって地域の特性にもよるんですけれど、僕がか

かわっているところは小学校の一クラス分くらいです。専門



 

- 31 - 

 

性、学歴などは必要なのですか？これも一概に必要でないと

言いきれません。 

僕のイメージなのですが一つのセンターで各専門分野がそ

れぞれいるのが一番いいんじゃないのかと思います。足らな

い部分を相談員同士が補っていくのが重要じゃないかと思い

ます。相談員のケアについてはどうしていますか？これにつ

いては電話相談で聞けない電話というものが相談員にもある

と思うんですね。その場合はちょっと相談員室から出てもら

って別室で話を聞かせてもらったりなどのケアはしています。 

 

たくさんの相談を受けていてネットワークはどうしていま

すか？これは地道にやる方法と行政機関、社協さんだったり

に文書を書いてお願いするケース、そしてよりそいホットラ

イン全国で同時にスタッフに回して、全国にいろんなスペシ

ャリストがいるので困った時はその人たちに、例えば僕がこ

ういうケースがあったんだけれどどうしたら良いの？という

ことを相談したりします。 

唯一、自慢なのは全国どの県に行っても僕自身がホームレ

スになったら助けてもらえる自信があります。そういうネッ

トワークがあります。 

 

あと、心が折れるときはあるか？これは折れている暇がな

い。僕が折れたらいろんなところに波及してしまいますので

折れるというイメージがわきません。 

 

休日は？これはほぼ無いです。 

 

そして、相談員の育成プログラムですが、座学を主体に初

年度やったんですが現場の多様化や年齢層もそうですし問題

多様なので事例検討を2,3人で密に行うようにしています。

その中から失敗事例を含めて、成功事例の検討と両方やって

います。あと電話相談員に対する怖さですが、怖くない電話

相談なんてないです。「よりそいホットラインです」と電話に

出てどんな人からどんな内容の電話が来ているのか分からな

いので、多少は怖いです。相談者に対してのご質問ですが、

後日相談に対して返答をするのか？ということですが、実は

折り返し電話ということも積極的にやっています。 

電話だけでは解決しないなという人に対しては、その電話

が切れても繋がれるように折り返しの電話をさせてもらって

そこで一緒に話して解決に向かったりしています。もう一つ

は折り返し電話ではなく、電話同行といって相談者から電話

を受けて地域の関係機関、保健所とかにこういう状況で困っ

ている人がいるんですが、以前保健所さんに相談に行ったら

繋がりきれず今こういう状態で今その方に電話をかけますか

ら、その訴えのギャップの違いが本人の生き辛さの要因なの

でそこによりそってあげて下さいとお願いして両方に対して

のフォローを行います。 

相談窓口の関係ですが難しさや混乱している人に対してど

う対処したらいいのか？これは正解が何かわからないですけ

れど電話を受けた人が抱えて困ったらいいと思います。いっ

ぱい困ってそこを拠点にケース会議を開いたら何とかなるん

じゃないかと、対応しなければどこかが同じ状況になるだけ

ですから、そこは対応していろんな関係機関を巻き込んでケ

ース会議をしようというのが問題解決の近道かなと思います。 

 

高齢者の方で難しいガイダンスに対応できないできないか

もしれない人には？ということなんですが、ガイダンスが流

れ終わってぼけっとしていたら1番に繋がりますので安心し

てください。知的などの問題を抱えていて電話ができないん

じゃないのかという点については、結構知的の方って数字と

か単純なものに執着する方もおられて、実は相談例はかなり

多いんです。その中で関係を作りながら療育手帳取得に繋げ

た案件も少なくありません。お母さんが亡くなってどうしよ

うという方にも1日1日の目標設定をしながら、今日はご飯

食べた？とかそういう関わりで社会に溶け込むということを

一緒に考えています。 

 

今後については。実は僕自身が障がい当事者であって肩麻

痺と軽度言語障害、失語症があるんですね。なのでいろんな

意味で高齢者、児童、障がい者やニートとかその辺を区分わ

けしない一緒に居れるようなグループホームだったり居場所

だったり作業所だったりそういったものから逆にリタイヤ層

の技術とかを習得しながらいろんな街づくりができるんじゃ

ないかなと。 

 

そして大きな問題、男性のＤＶはどこに相談したらいいで

すか？これは1番にかけて下さい。3番に電話するとあなた

は男なので話は聞けませんと電話を切られますので1番の相

談員と一緒に考えることです。そしてＤＶの問題の解決って

単純に言うとその人を治すのはできないので逃げるか別れる

かになるんです。ＤＶをする人を説得しようとしても無理な

ので、そこを相談者の方とどうバランスを取って解決してい

くかになります。 

 

＜山口＞ 

村田さんありがとうございました。村田さんの話を聞きな

がら村田さんって飄々とした人で謙虚な人だなという印象を

受けました。相談を通じていっぱいネットワークを広げたん

だなと思いながら、私が日ごろ相談をやっていた頃の迫力な

どを感じて凄く素敵だなと思い聞かせてもらいました。 

 

皆さんからの質問に４名の方がお答えいただいたんですが

私も質問をもらったので、短時間ですけれど3つ答えます。 
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一つ目財源の質問がありました。大津社協のたくさんの活

動はどういう財源でやっているのか？私たち職員の給料はほ

ぼ100％行政からの補助金です。ですから社協の職員の給料

特に介護保険をやっていない社協などの給料は行政の補助金

になります。補助金も行政のほうで何とか減らしたいという

思いがあるので、社協の補助金をどう減らすか委託事業にす

る方法もあるかなと思っていますけれど行政の地域福祉計画

にしっかり社協のやっている事業を書き込んでいくというの

が私たちのやることです。 

 

それと京阪電車のスライドが出たのであれの広告料はいく

らか？というご質問。ちょっとここでは答えにくいんですが

答えます。まず京阪電車とタッグを組もうと私が思って京阪

電車の部長にうちの職員研修会に来てもらって報告をしても

らって５千円の謝礼を出して拍手をします。そうするともう

京阪電車の部長は私たちと仲良しですよね？そうしてアンケ

ートなどにたくさん素晴らしいことを書きます。そうすると

部長は気持ちいいですよね。  

そうして何とか京阪電車にラッピングを貼らせてもらいた

いというのをあたためて京阪電車の部長が山口さんいくら出

せますか？と聞いてきたので、いろいろ考えきっとあれは高

いだろうな私は当時係長だったので私が言って上司がＯＫし

てくれる範囲はきっとこれぐらいだろうと思って５万円と言

ったんです。フルラッピングで半年５万円ってありえない額

なんですが、部長は笑って「分かりました。引き受けましょ

う」とそれから５年間やらせてもらって今年部長が変わって

方針転換で来年から100 万円かかると言われていますけれど、

一瞬考えて断ろうかとも思うんだけれどもう少しゆっくり考

えて来年もう少し値切って50万円くらいどこかの補助金を

取ってこようかなと思っています。 

 

京阪電車のラッピングはものすごく効果があって社協の嘱

託職員、臨時職員採用の時にどうして社協の職員になろうか

と思ったんですか？と聞くと京阪電車のラッピング見まして

という人が多いのでこれはすごいなと思っています。 

2つ目は社協の中の部分間連携はどうしていますか？とい

う質問です。これは多くの社協が抱えている大きな悩みです。

権利擁護事業をやっている職員は権利擁護事業のことだけ、

介護保険をやっている職員はそれだけになりがちなのでこれ

は全国の社協が抱えている大きな悩みでこのことをどうする

かが管理職の力の見せ所でしょう。これだけしか知らないと

いう社協職員をこのこともあのことも知っているという社協

職員に仕立てるにはどうするのか？それぞれの社協の力の見

せ所かもしれません。 

 

うちの場合は職員6か条というものをみんなで作って毎週

みんなでそれを読むということをしています。一番管理職が

心掛けないといけないのは職員の意欲をどう引き出すか。そ

こで3つ目いろんなプロジェクトをどんなふうにしたんです

か？という質問があってプロジェクトは予算の中でできるも

のばかりではないなと思っています。日常の呟きの中から事

業が始まることもあります。民間団体の社協の特徴は行政は

法律があって予算があって議会があってＧＯになるわけです

けれど、社協は実験ができるので失敗したらやめたらいいん

です。それくらいの気楽さで考えています。そうしてうまく

いったら続けたらいい。うまくいかなければ理事会にごめん

なさいと謝るという私流でやっています。いろいろ質問をい

ただきましたけれど社協があって良かったと思ってもらうに

は柔軟にやらないとダメだなと。 

 

局長、次長は市のＯＢですので、このＯＢの皆さんが頭が

どれだけ柔らかくなってもらえるか、全国の社協も頑張れと

言いつつ私も村田さんのように飄々と謙虚に話さなくてはい

けないなと反省しています。あまり大津以外のところで社協

のことを語るには力不足なのでもっと もっと謙虚にいかな

いといけないなと思っています。 

今日4人の皆さんと私と機会を持っていただいたスタッフ

の皆さんそれと参加していただいたみなさんに感謝をこめて

拍手で終わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集後記 

今回の合併号の地研通信は、2014 年 10 月 4 日(土)の第 49 回地域問題研究交流集会の講演内容と

様子を掲載しています。午前の部は、大津市社会福祉協議会の山口浩次さんによる基調講演「相談か

らまちづくりへ～がんばらないけどあきらめない～」であり、午後の部のシンポジウムは、「声なき

声へのアプローチ～支えあうまちをめざして～」をテーマとして開催されました。ぜひご一読下さい。

S.T 


